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財団からのご挨拶

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

　日本の乳児死亡率は 1920 年代から低下しており、そ
の理由の一つに母親の教育水準と識字率の向上があげら
れている。本邦では早くから無償義務教育が実施され、
20 世紀初頭にはほぼすべての女児が小学校で教育を受け
ていた。この literacy こそその後の日本人の健康に大き
く寄与した一大要因である。
　健康と病気に関する情報はメディアに氾濫している。
メディア・リテラシーとは情報メディアを主体的に読み
解いて必要な情報を引き出し、その真偽を見抜き、活用
する能力のこと、とある。コラーゲンを飲めば皮膚のコ
ラーゲンが増えて張りのある肌になるのか？軟骨成分を
摂取すればすり減った膝関節の軟骨が再生してくるの
か？黒髪を食べたら薄く、白くなった我が頭に黒髪が生
えてくるか？コレステロールを摂取したら血中コレステ
ロールが増えるのか。
　1950 年代、米国の死亡の半数は心臓病で、一見健康
そうな男性が罹患する事実と相まって全米に突然死の恐
怖を巻き起こした。1957 年、Seven Countries Study
というコホートスタディが開始された。その結果の要旨
は１．飽和脂肪酸（肉の脂肪、乳製品）の摂取の少ない
国は心臓病が少ない。肉と乳製品の摂取の多い食事と心
臓病は相関する。２．心臓病予防に肉や乳製品を減らせ。
３．脂肪摂取を減らせば摂取カロリーも減り、体重も減
らせる、というものであった。この研究は、コホートス
タディのパイオニア的存在であり、今も研究手法の手本
であり、その結果は米国のみならず世界の生活習慣病予
防の基本的考え方として定着している。
　しかしここには高脂肪食でありながら心筋梗塞が少な
いとされているフランスが入っていない、ギリシャは戦
後間もない食糧難のクレタであり、日本は終戦後の九州
の小さな漁村と山村であったなど偏りは無視できない。
その結果を元にしたバターを減らせ、肉を食べるなとい
う壮大なキャンペーンによって米国では著しい肥満と糖
尿病の増加がもたらされる結果となった。
　最近の世界 18 か国のコホート研究 PURE Study にお
いては脂質摂取量が多いほど総死亡率が低い、炭水化物
摂取量が多いほど総死亡率が高いことが示された。ここ
においても、食文化や貧富のあまりにも違う 18 か国を
並べて、そこから普遍的な、あるいは共通のメッセージ

を得られるかいささか疑問である。
　黒髪を食べれば黒髪が生えてくるわけではないことは
医学を知らない人でも分かる。日常経験の中からそのよ
うなことは起こりえないことを帰納的に納得できるから
である。軟骨成分を食べてすり減った関節軟骨を修復す
るということは生物学あるいは医学を理解していなけれ
ば信じてしまうかもしれない。すり減るにはすり減る原
因があり、原因を除去せずに成分を補えば、悪いところ
だけ修復されるというのは虫が良すぎる。コラーゲンを
食べたらコラーゲンが体の中に行き渡る、わけではない
ことは基礎的生物学の知識があれば自明のことである。
ではコレステロールを摂取したら血中コレステロールが
増えるのか、は医学を学んだものでも見解の相違がある。
一部はコレステロールのままで吸収されて血中に入るが、
ほとんどのコレステロールは自身の体内で合成されたも
のであるからである。
　動物性脂肪を摂りすぎると心筋梗塞になりやすいとい
う科学的に証明された事実は真実ではないという現実が
ある。食に関してひとは複雑であり、その背景にある社
会あるいは時代と切り離すことはできない。また食は単
純にカロリーや栄養素だけで判断することはできない。
米国で脂肪から炭水化物にシフトした結果摂取カロリー
が増えたのは炭水化物では満足感が得にくいということ
が原因の一つと考えられている。
　コラーゲンを食べたら、コラーゲンはアミノ酸に分解
されてしまうので、そのままコラーゲンになるわけではな
い、というのが我々のリテラシーであるが、コラーゲンが
分解吸収されるとコラーゲンにほぼ特異的に存在するハ
イドロオキシプロリンが血中に増加し、体はコラーゲンが
分解されていると判断し、ポジティブフィードバックが働
いてコラーゲンが増生される、という説もあるという。た
だ、このメカニズムが事実としても、コラーゲンが増生
されたらはりのある若い肌にもどる、というのはあまりに
も短絡的すぎる。都合の良すぎる“正しい情報”には疑
問を持つことが医療と健康のリテラシーの基本である。

昭和 48 年京都大学医学部卒業　平成 9 年京都大
学医学部脳神経外科学教授　平成 20 年国立循環器
病研究センター総長・理事長　平成 29 年神戸市民
病院機構理事長　現在に至る。
京都大学大学院在学中に、世界で初めて脳動脈瘤
誘発動物モデルの作成に成功し、脳動脈瘤の成因
の解明に貢献した。現在この動物モデルを用いた
治療法の開発が進められている。また脳神経外科
医として難度の高い手術を安全に行えるように新
たな手術技術を開発し、世界に広めた。これらの
業績により世界脳神経外科学会連盟から 4 年に一
人だけに贈られる WB Scoville 賞を受賞した。国
立循環器病研究センター在任時には同センターの
移転建替えを主導し、現在は神戸中央市民病院を
含めた神戸市民病院機構の 4 病院を統括している。

P R O F I L E

食と Literacy

評議員

橋
はし

本
もと

　信
のぶ

夫
お

特集をテーマに、京都市立芸術大学大学院の皆さんに描いて
いただいています。

〈作者からのコメント〉
林 亭（リン テイ）さん� 京都市立芸術大学 大学院 研究留学生
高齢者の方々が自分の趣味を満喫しながら健康に暮らす様子を描き
ました。

監修／辰巳 明久 教授

数を絞った明るい色で高齢者の健やかな生活を表した絵です。

表 紙 に つ い て

（「コラム・道草」はお休みです。）
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加齢を知る、
老いを健やかに

シンポジウム 浜松・広島

経済学的観点から

「高齢者・
 流動的知性・
 経済的意思決定」
関西大学社会学部 教授  
小川 一仁

医療・心理学的観点から

「長寿の生涯の
 健康と生きがい
 老年学・介護福祉の立場から」
東海学園大学名誉教授 介護福祉士・老年科医  
奈倉 道隆

自然科学的観点から

「老化のメカニズム、
 健康長寿の実現のために」

� 早稲田大学人間科学学術院 教授	

 千葉 卓哉

シンポジウム浜松進行　伊神 孝生 理事

塩田 浩平 理事長シンポジウム広島

老いは誰にでも訪れます。
しかし、どう迎えるかは人それぞれです。
老いはいつからはじまり、どういう状態を
いうのでしょうか、準備や心構えは必要で
しょうか。
老いは幕引きと考える人がいますが、本当
にそうでしょうか。老いは始まりと考えて
みるのはどうでしょうか。
シンポジウムでは、自然科学的観点、経済
学的観点、医療・心理学的観点、3つの 
観点から老いを考えます。

コーディネーター	 京都大学大学院農学研究科 教授

	 河田 照雄
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今
日
は
、
ま
ず
生
物
は
な
ぜ
老
化
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
老
化

と
い
う
の
は
必
要
な
の
か
ど
う
か
。
次
に
ど
の
よ
う
に
老
化
は
進

ん
で
い
く
の
か
、
そ
し
て
最
後
に
、
年
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
悪

い
こ
と
ば
か
り
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

ヒ
ト
は
い
く
つ
ま
で
生
き
ら
れ
る

　

図
は
日
本
の
平
均
寿
命
の
伸
び
を
表
し
て
い
て
、
戦
後
ま
も
な

く
は
六
〇
歳
ぐ
ら
い
で
す
。
今
現
在
八
〇
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
二
〇
歳
も
平
均
寿
命
が
延
び
た
か
、
基
本
的
に
は
乳
幼
児
の

死
亡
率
が
減
っ
た
か
ら
で
、
産
婦
人
科
な
ど
の
病
院
の
設
備
が

整
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。

　

県
別
に
見
て
み
る
と
、
こ
の
と
き
は
長
野
県
が
ト
ッ
プ
で
す
。

以
前
は
沖
縄
が
長
寿
県
と
し
て
有
名
で
し
た
が
、
様
々
な
理
由
で

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
平
均
寿
命
よ
り
も
健
康
寿

命
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
は
、
自
立
し
て
生
活
が
で

き
る
、
つ
ま
り
誰
か
別
の
人
の
手
を
借
り
な
く
て
も
生
活
で
き
て

い
る
期
間
に
な
り
ま
す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
は
約
一
〇
年

の
開
き
が
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
人
生
後
半
の
一
〇
年
ぐ
ら
い

は
何
ら
か
の
不
具
合
を
抱
え
て
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
が
ん
で
す
。
今
現
在
、
日
本
人
の

二
人
に
一
人
は
一
生
の
う
ち
一
度
は
が
ん
に
か
か
り
、
三
人
に
一

人
は
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
次
は
心
臓
の
病
気
、

あ
と
脳
の
病
気
で
す
。
肺
炎
も
死
因
の
上
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
類
史
上
最
も
長
く
生
き
た
と
い
う
こ
と
で
記
録
さ
れ
て
い
る

方
は
何
歳
だ
と
思
い
ま
す
か
？
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・

カ
ル
マ
ン
さ
ん
で
、
一
二
二
歳
で
す
。
六
〇
歳
を
還
暦
と
い
い
ま

す
が
、
還
暦
を
二
回
迎
え
た
場
合
、
大
還
暦
と
い
い
ま
す
。
出
生

記
録
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
大
還
暦
を
迎
え
た
唯
一
の
人
物
で

す
。
ヒ
ト
の
寿
命
は
最
大
限
生
き
て
も
一
二
〇
年
程
度
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
女
性
は
興
味
深
い
こ
と
に
、
お
酒
も
た
ば
こ
も
大

好
き
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
一
一
七
歳
の
と

き
、
一
念
発
起
し
て
禁
煙
し
た
と
。
禁
煙
し
た
理
由
が
長
生
き
し

た
い
か
ら
︵
笑
︶
だ
そ
う
で
す
。

な
ぜ
老
化
す
る
の
か

　

自
然
科
学
的
に
、
生
物
が
な
ぜ
老
化
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

老
化
は
進
ん
で
い
く
の
か
考
え
て
み
ま
す
。
ど
う
も
生
物
が
有
性

生
殖
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
老
化
と
い
う
の
は
出
て
き
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
、
有
性
生
殖
を
す
る
の
か
と

い
う
と
、
父
親
、
母
親
由
来
の
遺
伝
子
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
新
た
に

子
孫
を
増
や
す
こ
と
で
、
そ
の
子
孫
が
新
た
な
環
境
に
よ
り
適
応

で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
環
境
に
一
番
適
応
し
た
個
体
だ
け
が
生

き
残
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

僕
が
学
生
の
頃
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ー
キ
ン
ス
と
い
う
人
が

﹃
利
己
的
な
遺
伝
子
﹄
と
い
う
本
を
出
し
、
日
本
で
も
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、
彼
の
話
だ
と
、
ヒ
ト
の
体
と
か
生
物
の

体
っ
て
い
う
の
は
遺
伝
子
の
乗
り
物
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
ん
で
す

ね
。
遺
伝
子
だ
け
が
連
綿
と
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
て
、

あ
る
意
味
、
遺
伝
子
と
い
う
の
は
不
死
だ
と
い
う
よ
う
な
説
を
唱

え
ま
し
た
。
確
か
に
言
い
得
て
妙
な
話
で
、
有
性
生
殖
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
精
子
と
卵
子
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
遺
伝
子
を
子
の

世
代
、
孫
の
世
代
、
ひ
孫
の
世
代
に
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
い
く
、
そ

う
考
え
る
と
精
子
や
卵
子
に
含
ま
れ
て
い
る
遺
伝
子
は
ず
ー
っ
と

何
千
年
、
何
万
年
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

老
化
と
進
化
に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
ヒ
ト

が
非
常
に
進
化
し
た
最
終
的
な
生
命
体
、
生
物
で
あ
れ
ば
、
老
化

し
な
い
っ
て
い
う
か
た
ち
で
ヒ
ト
が
誕
生
し
て
も
、
あ
る
い
は
不

死
と
い
う
か
た
ち
で
ヒ
ト
が
誕
生
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
進
化
を
遂
げ
て
も
、
老
化
と
い
う
現
象

が
残
っ
て
い
る
の
か
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
正
確
な

答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
諸
説
は
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
繁
殖
を
終
え
た
古
い
世
代
が
若
い
世
代
に
資
源
を
譲

る
と
い
う
説
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
世
代
が
生
き
続
け

る
と
、
食
べ
物
や
生
活
の
場
と
い
う
資
源
が
子
孫
に
回
ら
な
い
。

も
う
一
つ
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
表
現
で
す
が
多
面
的
拮
抗
発
現
と

い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
若
い
と
き
に
は
重
要
な
働
き
を
す
る
遺

伝
子
が
年
を
取
る
と
、
逆
に
有
害
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結
果
、
老
化
を
進
め
、
死
に
至
ら

し
め
る
と
い
う
説
で
す
。

　

ま
た
、
生
物
が
主
に
食
事
と
し
て
得
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
た
さ

れ
て
い
る
状
態
で
は
、
子
孫
を
増
や
す
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集

中
さ
せ
る
。
逆
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で

は
、
自
分
の
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
る
。
例
え

ば
、
あ
る
年
、
餌
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
自
分
の

体
を
持
ち
こ
た
え
さ
せ
て
、
次
の
年
、
た
く
さ
ん
餌
が
取
れ
た

ら
、
そ
の
年
に
生
殖
を
行
っ
て
子
孫
を
増
や
そ
う
と
い
っ
た
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
ど
う
も
生
物
に
は
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
。
つ
ま
り
、

あ
る
一
定
の
食
事
量
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
の
体
の
維
持
と

生
殖
は
両
立
し
な
い
、
ど
ち
ら
か
一
方
し
か
生
物
と
い
う
の
は
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
個
体
の
維
持
と
生
殖
に

は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
︵
一
方
を
追
求
す
る
と
、
他
方
が
犠
牲
に
な

る
、
両
立
し
え
な
い
関
係
︶
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
話
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
話
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
貴
族
の

家
系
図
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
研
究
、
解
析
す
る
と
、
長
寿
の
女
性

は
出
産
年
齢
が
高
く
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
実
験
的
に
も
、
実
験
生
物
の
生
殖
を
若
い
時
期
か
ら
始

め
、
そ
れ
を
何
代
も
繰
り
返
す
と
、
そ
の
生
物
の
寿
命
が
短
く

な
っ
て
い
く
。
逆
に
遅
く
し
て
い
く
と
、
寿
命
が
延
び
て
く
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
生
殖
可
能
な
期
間
に
は
限
界
も

あ
り
ま
す
。
ど
う
も
寿
命
、
あ
る
い
は
老
化
っ
て
い
う
の
は
生
殖

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

老
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、 

健
康
長
寿
の
実
現
の
た
め
に

�

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院 

教
授 

千ち

葉ば　

卓た
く

哉や　

79.55

86.30 

70.42 

73.62 

60 65 70 75 80 85 90

男
性

女
性

平均寿命 健康寿命

（年）

9.13年

12.68年

（日常生活に制限のない期間）

平均寿命と健康寿命の差

平成 23 年人口動態統計月報年計（概数）の概況（厚生労働省）
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/
nengai11/kekka03.html

（2016 年 1 月現在）

わが国のおもな死因別に見た死亡率の年次推移 平均寿命と健康寿命の差

［出典�］厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会・次
期国民健康づくり運動プラン策定専門委員会

　　 健康日本21（第二次）の推進に関する参考資料

内閣府、平成 28 年版高齢社会白書
http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2016/html/zenbun/s1_1_1.html （2017 年 7 月現在）

資料：�1950 年及び 2014 年は厚生労働省「簡易生命表」、1960 年から 2010 年までは厚生労働省「完全生命表」、2020 年以降は、国
立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 24 年 1 月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果

（注）1970 年以前は沖縄県を除く値である。0 歳の平均余命が「平均寿命」である。

平均寿命の推移と将来推計

（資料：平均寿命（平成 22 年）は、厚生労働省「平成 22 年完全生命
表」健康寿命 ( 平成 22 年 ) は、厚生労働科学研究費補助金「健康寿
命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究」）
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は
非
常
に
重
要
で
、
お
な
か
が
鳴
っ
て
か
ら
食
べ
る
習
慣
は
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

食
べ
る
順
番
は
懐
石
食
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
前

菜
と
い
う
こ
と
で
野
菜
、
食
物
繊
維
で
す
ね
、
次
に
ス
ー
プ
と
か

汁
物
、
そ
し
て
メ
イ
ン
の
お
肉
と
か
お
魚
を
食
べ
て
、
最
後
に
糖

質
、
ご
飯
を
食
べ
る
と
い
う
順
番
で
す
。
糖
質
制
限
を
き
っ
ち
り

や
る
必
要
は
な
い
で
す
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
米
と
か
パ
ン
は
血
糖

値
を
急
激
に
上
げ
て
し
ま
う
の
で
、
あ
ん
ま
り
た
く
さ
ん
食
べ
る

の
は
よ
く
な
い
。
食
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
少
な
め
の
量

を
最
後
に
食
べ
る
の
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
満
腹
中
枢
が
刺
激
さ

れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
ゆ
っ
く
り
食
べ

た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
そ
う
す
る
と
結
果
的
に
量
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
野
菜
や
果
物
な
ど
様
々
な
食
材
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養

を
摂
る
こ
と
や
、
栄
養
価
の
高
い
旬
の
素
材
を
選
ぶ
な
ど
の
意
識

が
大
切
で
す
。

　

あ
と
は
適
度
な
運
動
が
重
要
で
す
。
た
だ
運
動
に
も
副
作
用
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
頑
張
っ
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
こ
と
は
膝

を
痛
め
て
し
ま
う
の
で
よ
く
な
い
で
す
ね
。
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
一
日
三
〇
分
ぐ
ら
い
歩

い
て
、
軽
く
額
に
汗
を
か
く
程
度
、
あ
る
い
は
家
事
、
例
え
ば
お

皿
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯
物
を
干
し
た
り
、
掃
除
機
を
か
け
た
り
と

い
う
程
度
で
も
同
じ
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
死
亡

率
と
し
て
一
番
高
い
の
が
が
ん
な
の
で
、
早
期
発
見
す
る
た
め
に

定
期
的
な
健
康
診
断
は
重
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
と
禁
煙
で
す

ね
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
比
較
的
安
価
に
安
全
に
行
え
、
科
学
的

根
拠
も
あ
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
で
す
。

百
寿
者

　

一
〇
〇
歳
を
超
え
た
人
を
百
寿
者
と
呼
び
ま
す
。
厚
生
省
が
統

計
を
取
り
始
め
た
最
初
は
一
五
〇
人
ち
ょ
っ
と
で
し
た
。
近
年
爆

発
的
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
一
〇
〇
歳
を
超
え

た
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
去
年
の
デ
ー
タ
だ
と
六
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。

　

最
近
、
心
理
学
的
に
非
常
に
面
白
い
研
究
が
あ
り
ま
す
。

一
〇
〇
歳
を
超
え
る
よ
う
な
人
っ
て
い
う
の
は
、
自
分
に
対
し
て

肯
定
的
に
な
る
そ
う
で
す
。
六
〇
代
、
七
〇
代
で
何
ら
か
の
病
気

に
苦
し
ん
で
い
る
人
は
不
平
不
満
も
多
い
で
す
が
、
一
〇
〇
歳
を

超
え
て
し
ま
う
と
、
も
う
す
べ
て
の
こ
と
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ

て
人
生
が
楽
し
い
、
今
が
一
番
楽
し
い
と
い
う
ふ
う
な
時
期
に
到

達
す
る
。
僕
の
祖
父
も
長
生
き
で
九
〇
歳
ま
で
生
き
ま
し
た
。
結

構
厳
し
い
方
で
し
た
が
、
晩
年
笑
顔
が
絶
え
な
い
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
た
の
も
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

も
う
一
つ
、
流
動
的
知
性
と
結
晶
的
知
性
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
流
動
的
知
性
っ
て
い
う
の
は
、
計
算
と
か
新
し

い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
六
〇
歳
を
超
え
る
と
落
ち
ま
す
。

結
晶
的
知
性
は
、
経
験
を
生
か
し
て
何
ら
か
の
判
断
を
す
る
こ
と

で
、
比
較
的
高
齢
ま
で
そ
の
能
力
が
伸
び
て
七
〇
代
で
も
そ
ん
な

に
落
ち
て
こ
な
い
。
若
い
人
が
新
し
い
創
造
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
か
起
こ
し
て
、
熟
年
世
代
が
そ
れ
を
う
ま
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
組
織
運
営
が
重
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

　

高
齢
化
は
、
い
ず
れ
ど
の
先
進
国
に
も
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
日

本
は
、
い
ち
早
く
そ
の
解
決
策
を
見
い
だ
す
こ
と
で
、
他
の
国
の

課
題
解
決
に
も
貢
献
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
、
前
向
き
に
現

状
を
捉
え
て
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
老
化
す
る
の
か

　

簡
単
に
言
う
と
﹁
さ
び
﹂
や
﹁
こ
げ
﹂
が
体
の
中
に
で
き
て
く

る
と
い
う
の
が
一
番
有
力
な
説
で
す
。
さ
び
の
原
因
と
い
う
の
は

活
性
酸
素
に
よ
る
酸
化
ス
ト
レ
ス
で
す
。
多
く
の
生
物
と
い
う
の

は
酸
素
を
取
り
込
ん
で
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま
す
。
こ
の
酸
素

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
非
常
に
重
要
で
す
が
、
逆
に
有
害
物
質

に
も
変
化
し
、
そ
れ
が
体
の
中
の
様
々
な
物
質
を
壊
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
が
酸
化
ス
ト
レ
ス
で
す
。
も
う
一
つ
は
こ
げ
の
よ
う

な
も
の
を
つ
く
る
反
応
で
、
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
と
よ
ば
れ
て
い
ま

す
。
パ
ン
を
焼
い
た
と
き
に
、
こ
げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
焼
き

色
が
つ
く
よ
う
な
現
象
で
す
。
血
液
に
は
血
糖
と
し
て
グ
ル
コ
ー

ス
が
流
れ
て
お
り
、
こ
の
グ
ル
コ
ー
ス
が
体
を
構
成
し
て
い
る
タ

ン
パ
ク
質
と
反
応
し
て
、
遺
伝
子
や
細
胞
に
影
響
を
与
え
て
老
化

を
進
め
る
と
い
う
説
で
す
。
様
々
な
自
然
科
学
的
な
研
究
か
ら
、

さ
び
や
こ
げ
が
過
剰
に
な
る
と
、
老
化
を
促
進
し
、
寿
命
が
縮
む

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
話
を
変
え
ま
し
て
、
老
化
し
た
細
胞
と
若
い

細
胞
を
く
っ
つ
け
る
、
融
合
す
る
と
い
う
実
験
を
し
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
細
胞
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
結
果
、
細
胞
は

老
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
つ
を
合
わ
せ
る
と
老
化
の
ほ
う
が

勝
っ
て
し
ま
う
と
い
う
二
〇
年
ほ
ど
前
の
研
究
結
果
で
す
。

　

で
は
最
近
の
実
験
で
、
ち
ょ
っ
と
残
酷
で
す
が
、
老
化
し
た
ネ

ズ
ミ
と
若
い
ネ
ズ
ミ
の
お
腹
を
開
い
て
く
っ
つ
け
ま
し
た
。
そ
う

す
る
と
互
い
に
血
管
が
延
び
て
き
て
、
血
液
が
若
い
ほ
う
か
ら
年

寄
り
に
、
年
寄
り
か
ら
若
い
マ
ウ
ス
に
循
環
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
実
験
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
？
驚
く
べ
き
こ
と

に
老
化
し
た
マ
ウ
ス
の
脳
が
若
返
っ
た
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
い
え
る
の
は
、
若
い
マ
ウ
ス
の
血
液
中
を

回
っ
て
い
る
何
ら
か
の
物
質
が
老
化
を
元
に
戻
す
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
何
か
ド
ラ
キ
ュ
ラ
と
か
吸
血
鬼
み
た
い
な
話

で
す
け
ど
も
、︿
会
場
︵
笑
︶﹀

生
活
習
慣
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

　

老
化
に
何
が
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
研
究
者
が
一
生
懸
命
探
し

て
い
る
状
況
で
す
。
遺
伝
子
が
重
要
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
環
境
で
す
ね
。
多
く
は
食
生
活
と
か
、
運
動
な
ど

の
環
境
で
、
そ
の
環
境
要
因
に
よ
っ
て
老
化
と
か
寿
命
と
い
う
の

は
左
右
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
少
し
カ
ロ
リ
ー
制
限
っ
て
い
う

実
験
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
動
物
に
与
え
る
餌
、
そ
れ

を
大
体
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
カ
ッ
ト
す
る
と
寿
命
が
三
割
ぐ

ら
い
延
び
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
餌
を
カ
ッ
ト
す

る
時
期
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
寿
命
が
長
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
ヒ
ト
に
最
も
近
い
動
物
と
し
て
、
サ
ル
を
使
っ

た
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
年
間
自
由
に
餌
を
食
べ
て
い

た
サ
ル
は
、
顔
つ
き
、
毛
艶
、
毛
並
み
な
ど
老
け
て
見
え
ま
す

が
、
餌
の
量
を
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
サ
ル
で

は
、
外
見
も
若
々
し
く
見
受
け
ら
れ
、
寿
命
も
延
び
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

体
重
六
〇
キ
ロ
の
人
が
一
日
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
二
パ
ー
セ
ン

ト
オ
ー
バ
ー
し
た
生
活
を
一
〇
年
続
け
る
と
ど
う
な
る
か
。
計
算

上
は
二
五
キ
ロ
太
り
ま
す
。
実
際
に
は
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
し
て

も
、
そ
れ
を
燃
や
し
て
使
う
と
い
う
体
の
反
応
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
く
ら
い
人
間
の
体
は
脂
肪
を
貯
め
込
む
能
力
が
高
い
と
い
え

ま
す
。

　

ヒ
ト
が
実
際
に
カ
ロ
リ
ー
制
限
を
す
る
と
、
骨
が
も
ろ
く
な
り

骨
粗
し
ょ
う
症
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
生
殖
能
力
も
落
ち
て
し

ま
う
の
で
、
妊
娠
や
成
長
に
悪
影
響
が
あ
る
。
一
番
問
題
な
の
は

摂
食
障
害
で
す
。
拒
食
症
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
命
を
落
と
す
危
険

が
あ
る
の
で
、
ヒ
ト
は
実
際
に
カ
ロ
リ
ー
制
限
を
行
う
の
は
難
し

い
で
す
し
、
お
す
す
め
は
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、
空
腹
感
と
い
う
の

性別にみた死因順位（第 10 位まで）別死亡数・死亡率（人口 10 万対）・構成割合（厚生労働省）
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei14/dl/10_h6.pdf（2016 年 1 月現在）

男女別に見た死因順位別死亡数とその構成割合（平成 26 年度）

1971 年、三重県生まれ。1994 年、関西学院
大学理学部卒。2001 年、京都大学大学院医学
研究科博士課程修了、博士（医学）。長崎大学医
学部助手、准教授などを経て 2014 年より早稲
田大学教授。専門は老化の分子生物学、実験病
理学、分子栄養化学。大学での教育や研究の傍ら、
東京都中央区民カレッジなどで一般向けの講演
も多数行っている。著書に「はじめての老化学・
病理学」コロナ社（2016 年）など。
主な所属学会：日本基礎老化学会（評議員）、日
本抗加齢医学会（評議員）、日本病理学会（学術
評議員）など。

P R O F I L E

千
葉
卓
哉

Takuya C
hiba

順
位

男 女

死　因 人　数
［人］

死亡総数に
占める割合
割合（％）

人　数
［人］

死亡総数に
占める割合
割合（％）

全 死 因 660.335 100.0 612.669 100.0

1 悪 性 新 生 物 218.397 33.1 149.706 24.4

2 心 疾 患 92.278 14.0 104.648 17.1

3 肺 炎 64.780 9.8 59.212 9.7

4 脳 血 管 疾 患 54.995 8.3 57.073 9.3

5 不 慮 の 事 故 22.562 3.4 54.870 9.0

6 老 衰 18.316 2.8 16.467 2.7

7 自 殺 16.875 2.6 12.841 2.1

8 慢性閉塞性肺疾患（COPD） 13.002 2.0 7.816 1.3

9 腎 不 全 11.935 1.8 7.566 1.2

10 肝 疾 患 10.031 1.5 7.542 1.2
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今
日
、
い
ろ
ん
な
お
話
を
し
ま
す
が
、
重
要
な
こ
と
は
３
つ
で

す
。

︵
１
）
高
齢
者
は
優
し
く
な
る

（
２
）
高
齢
者
は
認
知
能
力
が
下
が
る

（
３
）
興
奮
、
動
揺
す
る
と
誤
っ
た
選
択
を
す
る

　

一
つ
目
は
年
齢
が
高
く
な
る
と
平
均
的
に
は
優
し
く
な
り
ま

す
。
厳
し
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
平
均
す
る
と
優
し
く
な
り
ま

す
。
な
の
で
、
お
金
を
分
配
す
る
実
験
を
し
ま
す
と
、
若
者
よ
り

も
お
金
を
多
く
渡
す
傾
向
が
観
察
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
認
知
能
力
は
、
年
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
今
日
お
話
し
す
る
認
知
能
力
は
、
論
理
立
っ
た
推
論
を
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二

つ
は
、
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
ん
で
い
る
結
果
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
興
奮
し
た
り
動
揺
す
る
と
、
い
つ
も
と
違
う
選
択

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
普
通
な
ら
し
な
い
選
択
を
し
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
が
つ
け
込
ん
で
い

る
と
い
う
お
話
を
し
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
実
験
経
済
学
で
す
。
本
屋
さ
ん
に
行
け
ば
行
動
経

済
学
と
い
う
本
が
並
ん
で
お
り
、
最
近
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
欧
米
で
は
八
〇
年
ほ
ど
の
歴
史
で
す
が
、
日
本
で
は
二
〇
年

と
歴
史
の
浅
い
分
野
で
す
。
と
は
い
え
、
経
済
学
自
体
が
た
か
だ

か
二
五
〇
年
ほ
ど
の
歴
史
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
組
み
方
を
ど
う
す
る
と
か
、
結
婚
、

出
産
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
経
済
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
選
択
を

し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
選
択
を
経

済
学
者
は
理
論
を
立
て
て
考
え
、
そ
の
理
論
が
正
し
い
か
を
判
断

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
、
そ
う
い
う
研
究
が
実
験
経
済

学
で
す
。

　

例
え
ば
、
私
は
寄
付
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
個
人
が
自
分
の
意
志
で
寄
付
を
す
る
場
合
と
、
他
人
に
相

談
す
る
場
合
で
は
、
前
者
の
ほ
う
が
額
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
他

人
に
相
談
す
る
と
、
も
っ
た
い
な
い
ね
と
か
、
い
ろ
ん
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
結
果
、
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
個
人
の
利
益
と
社
会
の
利
益
が
相
反
し
て
い
る
場

合
、
そ
れ
ら
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
実
験
し
て
い
ま

す
。
登
山
道
で
の
ポ
イ
捨
て
は
、
ゴ
ミ
箱
を
探
す
手
間
が
省
け
る

の
で
、
個
人
に
利
益
が
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
も
、
そ
れ
は
景
観
悪

化
や
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
ま
す
の
で
、
社
会
に
と
っ
て
問
題

で
す
。
富
士
山
の
世
界
遺
産
選
定
の
と
き
に
も
、
登
山
道
が
あ
ま

り
に
汚
い
と
い
う
の
で
、
一
度
断
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
確
か

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に
個
人
の
利
益
を
社

会
の
利
益
に
一
致
さ
せ
る
方
策
は
な
い
の
か
。
身
近
な
と
こ
ろ
で

は
、
町
内
会
で
の
掃
除
を
欠
席
す
る
人
が
い
ま
す
ね
。
色
々
な
事

情
が
あ
る
の
で
仕
方
が
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
で
協
力
し
な

い
と
美
観
が
損
な
わ
れ
、
街
の
価
値
を
下
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
経
済
学
で
考
え
、
個
人
の
利
益
を
社
会

の
利
益
と
一
致
さ
せ
ら
れ
る
か
を
実
験
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
「
独
裁
者
ゲ
ー
ム
」

　

最
初
の
実
験
は
﹁
独
裁
者
ゲ
ー
ム
﹂
で
す
。

︿
ゲ
ー
ム
の
概
要
﹀

　

二
名
が
ペ
ア
に
な
り
、
一
方
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
独
裁
者
、
も
う

一
方
が
受
取
人
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
誰
と
ペ
ア
な
の
か
は
知
ら

せ
ま
せ
ん
。
独
裁
者
に
は
実
験
者
か
ら
二
〇
〇
〇
円
を
渡
し
ま

す
。
独
裁
者
は
受
取
人
に
二
〇
〇
〇
円
の
中
か
ら
い
く
ら
か
を
渡

し
（
〇
円
で
も
よ
い
）、
残
っ
た
金
額
は
自
分
の
報
酬
と
な
り
ま

す
。
受
取
人
は
選
択
の
余
地
が
な
く
、
分
配
金
を
受
け
取
っ
て

ゲ
ー
ム
が
終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
人
の
利
他
性
を
測
定
し
ま
す
。
独
裁
者
は

自
分
の
意
思
を
押
し
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
受
取
人
は
拒
否
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
は
、
こ
こ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
独
裁
者
な
ら
、
受
取
人
に
い
く
ら
渡
し
ま
す
か
？ 

一
〇
〇
〇
円
、
五
〇
〇
円
、
一
円
も
あ
げ
な
い
よ
っ
て
い
う
方
、

手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
〇
〇
〇
円
と
五
〇
〇
円
が
半
々
く
ら
い
で
し
た
ね
。
少
な
く
と

も
一
円
も
あ
げ
な
い
と
い
う
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

理
論
的
に
は
、
独
裁
者
が
利
己
的
か
つ
合
理
的
な
ら
、
受
取
人

に
一
銭
も
渡
し
ま
せ
ん
。
独
裁
者
が
不
平
等
回
避
的
、
不
平
等
は

嫌
だ
と
い
う
場
合
は
半
々
に
分
け
る
は
ず
で
す
。
世
界
中
で
こ
の

実
験
が
行
わ
れ
て
い
て
、
平
均
す
る
と
二
〇
～
三
〇
パ
ー
セ
ン

ト
。
二
〇
〇
〇
円
だ
と
、
四
〇
〇
円
か
ら
六
〇
〇
円
ぐ
ら
い
に
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
関
西
の
北
摂
地
域
で
関
西
大
学
の
学
生
と
社
会
人
で

四
三
六
名
︵
独
裁
者
は
半
数
の
二
一
八
名
︶
の
結
果
は
、
独
裁
者

に
二
〇
〇
〇
円
渡
し
て
、
大
学
生
は
三
四
六
円
、
社
会
人
全
体
は

六
三
一
円
、
六
〇
歳
以
上
は
六
五
〇
円
で
し
た
。
先
ほ
ど
ア
ン

ケ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
分
配
額
が
高
く
な
り
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
お
金
を
あ
げ
る
と
い
う
選
択
を
実
際
は
し
て

い
な
い
の
で
、
私
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
か
も
と
思
っ
て
い
る
だ
け

で
す
ね
。
実
際
、
実
験
す
る
と
、
〇
円
の
方
が
も
っ
と
い
る
は
ず

で
す
。

　

こ
の
金
額
は
、
地
域
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
。
山
形
県
は

八
〇
〇
円
ぐ
ら
い
で
す
。
過
疎
地
域
で
す
が
、
た
と
え
匿
名
だ
と

し
て
も
、
雪
か
き
と
か
、
農
業
用
水
の
管
理
と
か
、
一
人
で
は
暮

ら
し
に
く
く
、
皆
で
協
力
す
る
こ
と
が
し
み
つ
い
て
る
ん
で
す

ね
。
そ
の
た
め
、
平
等
に
近
い
分
配
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
を
小
さ
い
頃
か
ら
教
え
ら
れ
て
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
高

く
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
都
会
で
は
六
〇
〇
円
く
ら
い
で
す
。

 

年
齢
を
横
軸
に
、
縦
軸
に
金
額
を
並
べ
ま
す
。
年
齢
が
高
く
な

る
と
、
分
配
す
る
金
額
が
高
く
な
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
年
齢
が
高
く
な
る
と
利
他
的
に
振
る
舞
う
と
い
う
こ
と
は
、

あ
る
種
優
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
最
初
に
お
話
し

し
た
一
つ
目
の
﹁
優
し
く
な
る
﹂
と
い
う
証
拠
で
す
。

■
「
最
後
通
牒
ゲ
ー
ム
」

︿
ゲ
ー
ム
の
概
要
﹀

　

二
〇
〇
〇
円
を
二
人
で
分
け
る
状
況
で
、
一
人
が
送
り
手
、
も

う
一
人
が
受
取
人
に
な
り
ま
す
。
送
り
手
が
分
け
方
を
提
案
し
、

受
取
人
が
そ
れ
に
意
思
表
示
を
し
て
分
配
額
を
確
定
さ
せ
ま
す
。

受
取
人
が
承
認
す
れ
ば
提
案
ど
お
り
に
お
金
を
分
け
ま
す
が
、
受

取
人
が
拒
否
す
れ
ば
お
金
は
没
収
さ
れ
、
二
人
と
も
何
も
も
ら
え

ま
せ
ん
。

　

先
ほ
ど
は
独
裁
者
が
好
き
勝
手
で
き
る
存
在
で
し
た
。
今
回
は

受
取
人
に
強
力
な
拒
否
権
を
つ
け
ま
し
た
。
今
度
は
受
取
人
を
納

得
さ
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
受
取
人
が
拒
否
す
る
と
、
二
人
と

も
一
円
も
も
ら
え
な
い
、
こ
の
と
き
実
際
に
は
何
が
起
き
る
か
を

見
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
前
に
、
理
論
的
に
は
、
送
り
手
が
利
己
的
で
合
理
的
な
ら

分
配
額
は
極
め
て
少
額
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
受
取
人
は

た
と
え
少
額
、
一
〇
円
で
も
受
取
れ
ば
お
金
が
増
え
ま
す
。
そ
う

考
え
る
と
受
取
人
は
受
取
る
は
ず
で
す
。
よ
っ
て
、
送
り
手
は
で

き
る
限
り
あ
げ
る
お
金
を
小
さ
く
し
、
い
か
な
る
額
で
も
受
取
人

は
拒
否
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
三
五
年
ほ
ど
前
に
出
さ
れ
た
理
論
的

予
想
で
す
。
で
す
が
、
送
り
手
が
利
己
的
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
先

ほ
ど
の
よ
う
に
平
等
主
義
者
な
ら
半
分
を
分
配
し
ま
す
。
半
分
だ

と
拒
否
す
る
理
由
は
な
い
の
で
承
認
し
ま
す
。
こ
れ
も
同
じ
く
関

西
の
北
摂
地
域
で
、
関
西
大
学
の
学
生
と
社
会
人
で
実
験
し
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
、
大
学
生
は
約
七
〇
〇
円
を
分
配
し
ま
す
。
先

ほ
ど
が
三
〇
〇
円
台
で
し
た
か
ら
約
二
倍
で
す
ね
。
拒
否
さ
れ
た

高
齢
者
、
流
動
的
知
性
、 

経
済
的
意
思
決
定

�

関
西
大
学
社
会
学
部 

教
授 

小お

川が
わ　

一か
ず

仁ひ
と　

上／関西大学、下／山形の会場風景

独裁者ゲーム実験における分配と年齢の関係

・�詳しく見ると、年齢が高まると分配額が高まることがわかった。
・直線は推定結果

「やさしさ」の測定結果＆知性測定の結果の紹介
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め
る
と
さ
ら
に
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
齢
の
方
は
自
分
た
ち
は
大
体
優
し
く
て
、
若
い
頃
よ
り
は
推

論
力
は
落
ち
て
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
巡
ら
せ
ら
れ
な

い
。
さ
ら
に
動
揺
し
た
と
き
は
意
思
決
定
が
平
静
と
は
異
な
る
と

い
う
こ
と
を
少
し
考
え
て
い
た
だ
く
。
あ
と
は
警
察
が
い
う
こ
と

と
全
く
一
緒
で
す
け
ど
、
一
度
ひ
と
呼
吸
を
お
い
て
本
当
か
ど
う

か
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
的
余
裕

は
も
し
本
当
だ
っ
た
と
し
て
も
あ
る
は
ず
で
す
。
一
〇
分
間
の
間

に
息
子
さ
ん
の
状
況
が
変
わ
る
と
は
考
え
に
く
い
で
す
か
ら
、
確

か
め
る
余
裕
は
あ
る
は
ず
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
実
験
か
ら
オ
レ
オ
レ
詐
欺
発
生
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
検
証
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
験
を
全
国
で
展
開
し

て
い
ま
す
。
も
し
ご
参
加
さ
れ
る
と
き
は
、﹁
私
、
こ
の
話
聞
い

た
け
ど
な
﹂
と
い
う
こ
と
は
言
わ
な
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

︵
笑
︶
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
一
円
も
も
ら
え
ま
せ
ん
か
ら
、
黙
ら
せ
る
た
め
の
お
金
と
し
て

四
〇
〇
円
上
乗
せ
す
る
わ
け
で
す
ね
。
社
会
人
は
八
二
〇
円
、

六
〇
歳
以
上
は
七
六
〇
円
で
、
大
学
生
と
大
体
同
じ
水
準
で
、
独

裁
者
ゲ
ー
ム
よ
り
は
高
い
金
額
で
す
。

送
り
手
の
タ
イ
プ　
　
　

 
平
均
分
配
額
︵
分
配
率
の
ば
ら
つ
き
︶

大
学
生
︵
六
六
名
︶ 

六
九
七
円
︵
三
〇
〇
︶

社
会
人
︵
七
五
名
︶ 
八
一
六
円
︵
二
六
〇
︶

社
会
人
︵
六
〇
歳
以
上
、二
九
名
︶ 七
五
八
円
︵
三
〇
四
︶

　

次
に
認
知
能
力
と
い
う
概
念
を
付
け
加
え
て
、
社
会
人
や
高
齢

者
の
選
択
と
の
関
連
を
検
討
し
ま
す
。

■
「
認
知
能
力
テ
ス
ト
」

　

認
知
能
力
に
つ
い
て
は
、
図
形
を
使
っ
た
測
定
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
九
マ
ス
の
内
、
八
マ
ス
に
一
定
の
法
則
で
描
か
れ
た
図
形

が
並
べ
ら
れ
、
空
い
て
い
る
一
マ
ス
に
ど
ん
な
図
形
を
入
れ
る
の

が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
複
数
あ
る
候
補
の
中
か
ら
選
ぶ
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
問
題
を
短
時
間
で
解
く
の
は
か
な
り
難
し
い
。
こ
の

て
の
問
題
を
す
ぐ
に
解
か
れ
た
方
の
認
知
能
力
は
相
当
高
い
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
流
動
的
知
性
を
測
定
で
き
ま
す
。
流
動

的
知
性
と
は
、
過
去
に
獲
得
し
た
知
識
と
技
能
を
用
い
る
こ
と
な

く
、
新
し
い
情
報
を
用
い
て
推
論
し
解
答
を
得
る
能
力
で
す
。
で

す
か
ら
、
生
き
て
い
く
中
で
全
く
過
去
の
経
験
が
役
に
立
た
な
い

よ
う
な
問
題
に
出
会
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
深
く
考
え

ら
れ
る
能
力
を
、
こ
の
テ
ス
ト
は
測
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

認
知
能
力
が
高
い
方
は
、
例
え
ば
仕
事
の
段
取
り
を
考
え
て
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
計
画
的
な
行
動
、
貯
蓄
、
健
康
管
理

が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
リ
ス
ク
に
対
す
る
対
応
が
上
手
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
認
知
能
力
は
、
経
済

的
な
選
択
と
一
定
程
度
関
連
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
最
後
通
牒
ゲ
ー
ム
﹂
で
は
、
認
知
能
力
が
高
い
方
は
分
配
額

が
高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
受
取
人
に

拒
否
さ
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

例
え
ば
、
分
配
額
が
二
〇
〇
円
で
は
大
体
拒
否
し
ま
す
。
そ
の

理
由
は
簡
単
で
、
相
手
も
一
八
〇
〇
円
失
う
か
ら
で
す
。
こ
れ
は

す
ご
く
楽
し
い
こ
と
で
す
。
人
に
は
、
他
人
の
不
幸
に
幸
せ
を
感

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
ゲ
ー
ム
で
受

取
人
の
ご
機
嫌
を
取
る
の
は
か
な
り
重
要
な
こ
と
で
、
拒
否
さ
れ

な
い
た
め
に
お
金
を
い
く
ら
積
む
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
じ
っ

く
り
考
え
ら
れ
る
方
は
認
知
能
力
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
認
知
能
力
は
年
齢
が
高
く
な
る
と

低
く
な
り
ま
す
が
、
二
〇
歳
の
方
も
七
〇
歳
の
方
も
、
認
知
能
力

が
中
程
度
で
あ
れ
ば
大
体
同
じ
行
動
を
し
ま
す
。
そ
う
い
う
特
徴

が
あ
っ
て
経
済
学
で
は
す
ご
く
便
利
な
指
標
と
し
て
使
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
年
齢
が
高
ま
る
と
多
く
分
配
す
る
の
が

最
初
の
﹁
独
裁
者
ゲ
ー
ム
﹂
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
ゲ
ー

ム
で
の
分
配
は
、
実
は
認
知
能
力
と
関
連
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
触
れ
ま
せ
ん
。
人
間
の
利
他
性
は
認
知
能
力
の
影
響
を
考
慮

し
て
も
、
年
齢
が
高
ま
る
と
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一

方
、
認
知
能
力
が
高
ま
る
と
多
く
分
配
す
る
傾
向
が
﹁
最
後
通
牒

ゲ
ー
ム
﹂
で
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
そ
の
前
に
、
海
外

で
の
﹁
興
奮
状
態
に
あ
る
人
間
は
リ
ス
ク
を
好
む
選
択
を
行
う
﹂

と
い
う
実
験
結
果
を
補
助
線
と
し
て
使
い
ま
す
。
海
外
で
は
日
本

で
は
考
え
に
く
い
研
究
が
多
く
て
、
こ
れ
が
経
済
学
な
の
か
と

び
っ
く
り
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
男
子
大
学

生
に
性
的
な
画
像
を
見
せ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
と
も
か
く
興
奮

し
ま
す
。
興
奮
し
た
あ
と
に
実
験
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。
一

方
で
、
そ
の
よ
う
な
刺
激
が
な
い
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
ま
す
。
要

す
る
に
何
ら
か
の
興
奮
を
与
え
た
グ
ル
ー
プ
と
そ
う
で
な
い
グ

ル
ー
プ
で
比
較
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
考
え
て
下
さ
い
。

　

例
え
ば
、
お
金
を
払
う
の
に
二
つ
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
は

絶
対
一
万
円
獲
得
す
る
。
Ｂ
は
、
く
じ
を
引
い
て
、
四
分
の
一
の

確
率
で
四
万
円
獲
得
す
る
。
Ｂ
の
期
待
値
は
一
万
円
で
す
の
で
、

両
方
も
ら
え
る
金
額
は
一
緒
で
す
。
但
し
、
Ａ
は
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
、
Ｂ
は
四
万
円
か
ゼ
ロ
で
す
。
Ｂ
よ
り
も
Ａ
を
選
ぶ
人
を
リ

ス
ク
回
避
的
と
言
い
ま
す
が
、
平
静
な
と
き
は
リ
ス
ク
回
避
的
な

選
択
を
す
る
人
が
多
数
で
す
。
一
方
、
興
奮
す
る
と
Ｂ
を
選
ぶ
人

が
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
平
静
な
と
き
に
Ａ
を
選
ぶ
人
が
Ｂ
に
変
わ

る
と
い
う
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
リ
ス
ク
愛
好
的
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
普
通
で
は
な
い
と
き
は
普
通
で
は
な
い
意
思
決
定

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
単
に
性
的
な
写
真
を
見
る
だ
け
で

も
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
か
ら
連
絡
を
受
け
た
ら
、
動
揺
し
ま
す
ね
。
息

子
さ
ん
が
借
金
で
苦
し
ん
で
る
と
か
、
会
社
の
金
を
横
領
し
た
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ

を
聞
い
た
側
は
と
て
も
冷
静
で
は
い
ら
れ
な
い
、
そ
う
い
う
状
態

で
選
択
を
し
て
し
ま
う
と
、
通
常
と
異
な
る
意
思
決
定
を
す
る
可

能
性
は
か
な
り
高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
齢
が
高
い
方
は
お

金
出
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
し
か
も
や
や
認
知
能
力
が
低
く
な
っ

て
ま
す
か
ら
、
推
論
力
が
落
ち
ま
す
。
推
論
力
が
あ
れ
ば
、
息
子

は
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
な
い
は
ず
だ
と
か
、
息
子
は
海
外
出
張
中

だ
と
か
、
何
か
そ
う
い
う
こ
と
を
思
い
出
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
結
果
、
こ
れ
は
去
年
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
か
た

ち
を
含
め
て
約
五
〇
〇
億
円
が
騙
し
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
約

一
万
四
〇
〇
〇
件
が
認
知
件
数
と
し
て
警
察
に
上
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
認
知
件
数
だ
け
で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
騙
さ
れ
た
っ

て
気
づ
い
て
な
い
可
能
性
す
ら
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
ま
で
含
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百
壽
者
と
よ
ば
れ
る
一
〇
〇
歳
を
超
え
た
人
が
、
い
ま

六
万
五
千
人
お
ら
れ
ま
す
。
五
〇
年
前
は
二
〇
〇
人
余
り
で
し

た
。
こ
の
先
一
七
年
後
に
は
、
三
〇
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
百
壽
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
一
〇
〇
ま
で
と
は
望
ま
な
い
け
ど
、
元
気
で
長
生
き
し
た
い
、

加
齢
が
進
ん
で
も
、
加
齢
に
負
け
な
い
老
い
を
生
き
た
い
」
と
望

む
人
は
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
加
齢
」
と
は
、
年
と
共
に
心
身
に
現
れ
る
自
然
な
変
化
で
す
。

人
種
、
性
別
、
性
格
、
を
問
わ
ず
共
通
に
表
れ
ま
す
。
老
化
と
ほ

ぼ
同
じ
意
味
で
す
が
、
衰
え
る
面
だ
け
で
な
く
、
精
神
の
よ
う
に

発
達
す
る
面
も
含
め
て
み
て
い
き
ま
す
。

　

病
気
の
よ
う
に
苦
痛
を
生
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
体
力
な
ど
が
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
加
齢
を
知
っ

て
、
健
や
か
な
老
い
を
め
ざ
す
こ
と
は
、
長
寿
の
生
涯
を
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
き
る
う
え
で
も
大
切
で
し
ょ
う
。

老
い
が
進
め
ば
「
老
年
的
超
越
」
に
向
か
う

　

一
〇
〇
歳
近
い
超
高
齢
者
に
な
り
ま
す
と
、
た
と
え
か
ら
だ
が

衰
え
て
も
、
今
の
暮
ら
し
に
満
足
す
る
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
よ

う
で
す
。
軽
い
痛
み
や
か
ら
だ
の
不
自
由
が
あ
っ
て
も
、﹁
年
を

と
れ
ば
こ
ん
な
も
の
﹂
と
老
い
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　

超
高
齢
者
の
面
接
調
査
で
は
、﹁
今
が
一
番
幸
せ
﹂
と
い
う
答
え

が
多
く
返
っ
て
き
ま
す
。
七
〇
歳
八
〇
歳
代
で
は
、﹁
今
は
健
康
で

も
、
加
齢
が
進
む
先
々
で
、
重
い
病
気
や
障
が
い
が
生
じ
な
い
か
﹂

と
不
安
に
な
っ
た
り
、
介
護
の
問
題
で
苦
労
し
な
い
か
心
配
に
な

る
の
で
す
が
、
加
齢
が
進
む
と
、
た
と
え
身
体
の
不
自
由
や
、
認

知
機
能
の
低
下
が
あ
っ
て
も
、﹁
年
を
取
れ
ば
こ
ん
な
も
の
﹂
と
い

う
自
覚
が
高
ま
り
、
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
ど
こ
の
国
で
調
査
し
て
も
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
学
者
ト
ル
ン
ス
タ
ー
ム
は
、
こ
れ
を
﹁
老

年
的
超
越
﹂
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

山
登
り
も
、
途
中
は
つ
ら
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
頂
上
に
達

す
る
と
﹁
今
が
一
番
幸
せ
﹂
と
い
う
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。
人
生

も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
よ
う
で
す
。

人
間
ひ
と
り
一
人
が
六
〇
兆
の

生
命
体
の
集
ま
り

　

人
の
か
ら
だ
は
、
細
胞
と
い
う
生
命
体
が
六
〇
兆
集
ま
っ
て
で

き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
加
齢
が
進
み
、
長
い

人
で
も
一
二
〇
歳
近
く
で
寿
命
を
終
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
の
細
胞
に
も
、
三
八
億
年
前
か
ら
生
き
続
け
る
遺

伝
子
が
宿
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
祖
先
か
ら
受
け
継
い
で
、
子
孫
に

伝
え
る
も
の
で
す
。
生
殖
細
胞
の
遺
伝
子
は
男
女
の
違
い
が
あ

り
、
こ
の
二
つ
が
一
体
と
な
る
と
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

遺
伝
子
は
﹁
い
の
ち
の
基
﹂
で
す
。
こ
れ
は
子
に
受
け
継
が
れ

ま
す
。
私
が
死
ん
で
も
、
子
や
孫
の
体
の
中
で
生
き
続
け
、
人
類

が
続
く
か
ぎ
り
生
き
な
が
ら
え
ま
す
。﹁
息
を
引
き
取
っ
た
ら
お

し
ま
い
﹂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
伝
子
の
い
の
ち
は
永
遠
で
す
。

　

子
ど
も
の
い
な
い
人
で
は
ど
う
か
と
言
い
ま
す
と
、
兄
弟
や
い

と
こ
や
そ
の
子
供
た
ち
に
、
自
分
と
ほ
ぼ
同
じ
遺
伝
子
が
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
の
違
い
は
、
人
間
と
類
人
猿
と
の
間
で

も
、
た
っ
た
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
兄
弟
同
士
、
い
と
こ
同
士
の

違
い
は
微
々
た
る
も
の
で
、
同
じ
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

死
を
知
ら
な
い
生
き
物

　

生
物
の
中
に
は
寿
命
を
持
た
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
バ
ク
テ

リ
ア
や
ア
メ
ー
バ
の
よ
う
な
原
核
生
物
が
そ
れ
で
す
。
こ
れ
は
食

物
な
ど
の
環
境
条
件
が
良
け
れ
ば
、
増
殖
し
な
が
ら
永
遠
に
生
き

続
け
ま
す
。
食
物
が
十
分
に
あ
る
環
境
な
ら
二
〇
分
に
一
回
細
胞

分
裂
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
七
時
間
で
一
〇
〇
万
個
に
増
え

ま
す
。
大
腸
菌
も
こ
の
た
ぐ
い
で
す
が
、
食
物
が
豊
富
な
哺
乳
類

の
大
腸
の
中
で
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
よ
う
と
し
ま
す
。

　

環
境
条
件
が
悪
い
と
こ
ろ
に
い
る
も
の
は
自
然
消
滅
し
ま
す
が
、

自
分
と
同
じ
も
の
が
何
千
億
と
い
て
、
広
く
ば
ら
ま
か
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
ど
こ
か
で
生
き
延
び
、
死
に
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
か
、
環
境
が
変
わ
っ
て
も
し
た
た
か
に
生
き
よ
う

と
す
る
力
は
、
原
核
細
胞
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
十
億
年
も
昔
か

ら
、
自
分
と
同
じ
も
の
を
細
胞
分
裂
で
増
や
し
、
生
き
て
い
け
る

も
の
が
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
そ
こ
に
は

﹁
寿
命
﹂
と
い
う
も
の
が
な
く
、
進
化
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

父
と
母
の
両
方
か
ら
遺
伝
子
を
も
ら
い

新
し
い
生
き
物
と
な
る
人
間

　

二
〇
億
年
前
に
現
れ
た
真
核
生
物
は
﹁
寿
命
﹂
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
種
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
寿
命
に
達
す
る
と
、
病
気
が
な
く

て
も
永
眠
し
ま
す
。
人
間
も
そ
の
一
種
で
す
。
生
ま
れ
て
、
加
齢

し
、
子
を
産
み
育
て
、
や
が
て
世
代
交
代
し
ま
す
。

　

子
は
父
の
コ
ピ
ー
で
も
、
母
の
コ
ピ
ー
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
両

親
か
ら
受
け
継
ぐ
遺
伝
子
、
こ
れ
に
は
、
親
だ
け
で
な
く
、
何
代

も
の
祖
先
の
遺
伝
情
報
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
親

以
上
に
祖
父
や
曾
祖
母
な
ど
に
似
た
子
が
産
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
遺
伝
子
の
働
き
の
せ
い
で
す
。

　

兄
弟
は
同
じ
遺
伝
子
を
親
か
ら
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
た
く
さ

ん
の
遺
伝
情
報
の
な
か
の
一
部
を
使
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
か

ら
、
兄
弟
で
も
同
じ
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

遠
い
祖
先
以
来
の
沢
山
の
遺
伝
情
報
を
、
使
わ
な
い
も
の
を
含

め
て
、
わ
た
く
し
た
ち
は
親
か
ら
託
さ
れ
、
子
孫
に
伝
え
て
い
く

立
場
に
あ
り
ま
す
。

　

地
球
の
環
境
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
新
し
い
環
境
に
適

応
す
る
力
や
、
自
分
自
身
を
変
え
て
い
く
﹁
進
化
﹂
も
必
要
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　

子
は
親
の
コ
ピ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
祖
先
か
ら
受
け
継

い
で
い
る
多
様
な
遺
伝
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
親
以
上
の

進
化
し
た
子
と
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

加
齢
が
進
み
知
恵
も
深
ま
る
祖
父
母
の
役
割

　

子
を
産
め
ば
生
き
物
の
使
命
は
終
わ
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
は
文
化
を
持
ち
ま
し
た
。
も
は
や
野

生
の
生
き
物
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
体
だ
け
で

な
く
心
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
、
加
齢
に
よ
っ
て
智
慧
が
深
ま
っ

た
祖
父
母
は
、
成
長
す
る
孫
を
育
成
す
る
大
切
な
役
割
を
持
ち
ま

す
。

　

つ
ま
り
人
間
性
を
も
っ
て
成
長
す
る
青
少
年
を
支
援
す
る
役
割

が
、
育
児
経
験
な
ど
を
持
っ
て
い
る
祖
父
母
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ゴ
リ
ラ
は
、
熱
帯
の
樹
木
の
上
で
母
親
が
三
年
間
子
を
抱
い
て

育
て
ま
す
。
人
間
は
地
上
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
、
多
産
で

次
々
と
子
を
産
む
よ
う
に
な
り
、
母
親
だ
け
で
は
育
て
き
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
子
ど
も
に
文
化
的
生
活
を
身
に
着
け
さ
す

必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
家
庭
が
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
高
齢
者
が
家
庭
で
孫
と
触
れ
合
う
こ
と
は
、
祖
父
母
の

生
き
が
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
核
家
族
化
が
進
み
、
高
齢
者
が

孫
と
触
れ
合
う
機
会
が
乏
し
く
な
っ
た
今
日
で
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
何
が
生
き
が
い
と
な
る
か

　

高
齢
者
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

近
く
の
小
学
校
の
児
童
と
教
員
が
二
〇
人
ほ
ど
﹁
昔
の
生
活
に
つ

い
て
聴
き
た
い
﹂
と
い
っ
て
施
設
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
自
発
的
に
集

ま
っ
て
、﹁
何
を
話
そ
う
か
﹂
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
生
き

生
き
と
し
た
表
情
で
す
。
い
つ
も
は
口
を
き
か
な
い
人
も
、
張
り

切
っ
て
意
見
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
成
長
に
か
か
わ
り

を
持
つ
﹁
役
割
の
復
活
﹂
を
喜
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。

長
寿
の
生
涯
の
健
康
と
生
き
が
い
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な
い
こ
と
は
、
介
護
者
な
ど
の
支
援
を
自
ら
求
め
て
主
体
的
に
生

き
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
決
し
て
人
任
せ
に
す
る
の
で
な
く
、

自
分
の
力
を
十
分
に
活
用
し
、
支
援
す
る
人
と
自
分
と
の
協
働
作

業
で
進
め
ま
す
。
体
力
が
衰
え
る
と
動
作
が
不
自
由
に
な
り
、
人

に
し
て
も
ら
い
た
く
な
る
の
で
す
が
、
依
存
は
禁
物
で
す
。
使
わ

な
い
身
体
機
能
は
速
く
衰
え
る
と
い
う
﹁
廃
用
性
症
候
群
﹂
が
待

ち
構
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
毎
朝
教
育
テ
レ
ビ
が
放
映
す
る
テ
レ

ビ
体
操
を
し
た
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
活
動
を
奉
仕
で
自
発
的
に
す
る
こ
と

は
、
生
き
が
い
と
な
り
、
健
康
維
持
に
も
寄
与
し
ま
す
。

病
気
は
医
療
が
治
し
、
加
齢
の
生
活
問
題
は

介
護
が
向
き
合
う

　

病
気
を
治
す
の
は
医
療
で
す
が
、
加
齢
に
よ
る
生
活
の
問
題
と

向
き
合
う
の
は
介
護
で
す
。
介
護
は
、
自
分
が
望
む
生
活
が
自
分

の
力
だ
け
で
困
難
な
と
き
に
活
用
す
る
生
活
支
援
で
す
。
受
け
身

で
な
く
、
自
分
か
ら
求
め
、
自
分
の
力
と
介
護
者
の
力
と
の
協
働

で
生
活
の
充
実
を
は
か
る
も
の
で
す
。
介
護
に
依
存
す
る
と
心
身

の
活
力
が
衰
退
し
、
自
律
的
な
生
活
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
医

療
が
医
師
な
ど
の
医
療
職
に
任
せ
て
受
け
る
の
と
は
違
い
、
自
分

の
生
活
に
必
要
な
介
護
は
自
分
が
選
ん
で
活
用
し
ま
す
。

　

障
害
が
生
じ
た
と
き
は
別
と
し
て
、
健
常
な
若
い
こ
ろ
は
、
介

護
を
利
用
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
し
か
し
長
寿
の
時
代
は
、
加

齢
に
よ
る
生
活
障
害
に
出
会
う
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
を
病
気
に
対

す
る
医
療
の
よ
う
に
受
け
身
で
介
護
を
利
用
す
る
の
は
問
題
で

す
。
先
に
述
べ
た
廃
用
性
症
候
群
が
現
れ
、﹁
寝
た
き
り
﹂
の
よ

う
な
生
活
機
能
の
衰
え
が
生
じ
る
か
ら
で
す
。
長
生
き
す
る
自
分

の
人
生
を
自
分
ら
し
く
生
き
る
上
で
、
必
要
な
介
護
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
を
考
え
、
介
護
を
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

終
の
棲
家
と
看
取
り
の
支
援

　

加
齢
の
終
焉
で
あ
る
終
末
期
の
生
活
が
、
不
安
な
く
、
尊
厳
を

保
つ
も
の
で
あ
り
た
い
と
誰
も
が
願
い
ま
す
。
苦
痛
の
激
し
い
病

気
が
あ
る
と
き
は
医
療
が
必
要
で
す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
病

院
よ
り
、
自
宅
か
自
宅
に
替
わ
る
住
ま
い
が
、
精
神
も
安
定
し
、

不
安
も
少
な
い
で
し
ょ
う
。

　

最
近
は
看
取
り
の
介
護
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
家
族
は
看
取
り
の

経
験
が
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
経
験
あ
る
介
護
職
や
看
護
職
か

ら
、
死
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
学
ん
で
お
き
ま
す
。
例
え
ば
下
顎

呼
吸
や
尾
翼
呼
吸
が
現
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
苦
し
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
お
き
ま
す
。
癌
が
直
接
の
死

因
と
な
る
と
き
は
最
後
ま
で
意
識
が
明
瞭
の
こ
と
も
多
く
、
手
を

握
り
、
寄
り
添
い
な
が
ら
看
取
る
覚
悟
が
必
要
で
す
。
見
捨
て
ら

れ
た
と
い
う
思
い
は
苦
痛
と
な
る
の
で
、
旅
立
つ
人
を
尊
重
す
る

気
持
ち
で
寄
り
添
い
ま
す
。

生
き
て
き
た
人
生
の
意
味
を
か
え
り
み
つ
つ

　

か
つ
て
は
、
食
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
点
滴
注

射
し
た
り
、
重
病
人
の
よ
う
に
酸
素
吸
入
し
た
り
し
ま
し
た
が
、

最
近
は
特
別
の
必
要
が
な
い
限
り
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
旅
立
つ

人
は
、
飢
餓
・
脱
水
状
態
の
ほ
う
が
、
苦
痛
が
少
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

意
識
が
あ
る
状
態
で
、﹁
自
分
が
生
き
て
き
た
意
味
が
見
い
だ

せ
な
い
﹂
と
い
う
よ
う
な
実
存
的
苦
し
み
を
訴
え
る
方
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
相
手
の
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、

生
き
て
こ
ら
れ
た
人
生
の
出
来
事
な
ど
を
尋
ね
て
、
一
緒
に
意
味

づ
け
を
す
る
対
話
が
、
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
働
き
を
し
ま
す
。
生

き
が
い
を
感
じ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
、
共
感
を
も
っ
て
聞
く
こ
と

も
心
の
安
ら
ぎ
と
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
、
長
寿
に
恵
ま
れ
、
健
康
で
生
き
が
い
あ
る
生
活

を
営
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
加
齢
を
知
り
、
こ
れ
に
負

け
な
い
、
主
体
的
な
生
き
方
を
今
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
の
役
に
立
つ
機
会
が
め
っ
た
に
な
い
施
設
の
高
齢
者
に
と

り
、
子
ど
も
の
教
育
に
か
か
わ
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
古
く
か
ら
の
生
活
文
化
で
は
、
は
た
ら
く
と
い
う
こ
と

は
、
は
た
の
人
を
ら
く
に
す
る
こ
と
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
意

味
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
賃
金
を
も
ら
う
労
働
だ
け
で
な
く
、
無

償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
働
き
で
す
。
そ
の
よ
う
な
働
き
が
高

齢
者
の
身
と
心
を
活
溌
に
し
、
生
き
が
い
を
も
た
ら
す
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
祖
父
母
の
役
割
が
も
っ
と
重
視
さ
れ
、
子
の
成

長
に
も
役
立
っ
て
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
も
た
ら
す
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

身
体
は
常
に
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ

加
齢
変
化
す
る

　

加
齢
が
進
む
と
、
身
体
は
古
く
な
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

寿
命
を
持
つ
生
物
は
、
細
胞
に
も
寿
命
が
あ
っ
て
、
次
々
と
細
胞

が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
胃
の
粘
膜
は
細
胞
が
傷
つ
い
て
も
短
期
間
で
再
生
し
ま

す
。
呑
み
す
ぎ
て
急
性
胃
炎
を
起
こ
し
た
人
の
胃
の
中
を
内
視
鏡

で
見
ま
す
と
、
真
っ
赤
で
す
が
数
日
後
は
ほ
ぼ
正
常
で
す
。
炎
症

を
起
こ
し
た
細
胞
が
、
健
康
な
細
胞
に
置
き
換
わ
る
か
ら
で
す
。

昨
日
の
私
が
今
日
の
私
で
は
な
く
、
い
つ
も
新
鮮
な
私
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
齢
が
進
む
と
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
自
分
を
変

え
る
適
応
力
が
弱
く
な
っ
た
り
、
体
の
無
理
が
き
か
な
く
な
っ
た

り
、
病
気
や
け
が
の
治
り
が
遅
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

細
胞
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
不
活
発
に
な
る
か
ら
で
す
。
老
衰
に
よ

り
、
細
胞
が
生
ま
れ
変
わ
ら
な
く
な
る
と
、
終
末
が
訪
れ
ま
す
。

老
衰
死
は
自
然
の
営
み
で
苦
も
痛
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

は
終
わ
り
に
述
べ
ま
す
。

精
神
は
一
生
涯
発
達
す
る

　

精
神
は
生
涯
発
達
し
ま
す
。
知
性
に
は
流
動
的
知
性
と
結
晶
的

知
性
と
が
あ
り
ま
す
。
流
動
的
知
性
は
、
記
憶
や
計
算
の
よ
う

な
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
人
工
知
能
で
も
で
き
る
働
き
で
す
。
こ
れ

は
加
齢
に
よ
っ
て
衰
え
ま
す
が
、
機
械
を
使
え
ば
補
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
忘
れ
な
い
う
ち
に
手
帳
に
書
き
留
め
る
と
い
う
努
力

も
、
日
常
生
活
で
さ
れ
て
い
る
補
い
で
す
。

　

結
晶
的
知
性
は
、
経
験
に
基
づ
き
、
物
事
を
総
合
的
に
判
断
し

た
り
、
洞
察
し
た
り
す
る
よ
う
な
、
そ
の
ひ
と
固
有
の
精
神
の
働

き
で
す
。
年
齢
が
進
む
と
深
み
を
増
し
ま
す
。
情
緒
や
情
操
な

ど
、
感
性
の
働
き
も
深
く
な
り
、
発
達
す
る
と
言
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
衰
え
に
く
い
精
神
の
働
き

で
す
。
た
だ
そ
れ
が
う
ま
く
表
現
で
き
な
く
な
る
の
で
、
人
に
無

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

　

記
憶
力
が
落
ち
た
り
、
計
算
が
下
手
に
な
っ
た
り
し
て
も
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
。﹁
認
知
症
が
始
ま
っ
た
﹂
と
思
い
こ
ん
で
自

信
を
失
う
と
、
結
晶
的
知
性
が
発
揮
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
自

分
な
り
に
で
き
る
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
、
心
を
落
ち
着

け
る
と
、
深
い
智
慧
が
湧
い
て
き
ま
す
。
感
性
が
深
ま
る
こ
と

は
、
老
い
を
豊
か
に
し
ま
す
。
美
術
や
音
楽
や
詩
歌
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

認
知
症
が
あ
っ
て
も
保
た
れ
る
も
の

　

認
知
症
は
、
知
的
な
機
能
が
日
常
生
活
の
支
障
に
な
る
ほ
ど
に

低
下
す
る
病
的
な
状
態
を
い
い
ま
す
。
良
い
環
境
が
保
た
れ
、
本

人
が
希
望
を
失
わ
ず
、
無
理
な
く
で
き
る
趣
味
な
ど
の
活
動
に
打

ち
込
む
と
、
認
知
症
が
始
ま
っ
て
も
進
行
し
に
く
い
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

環
境
で
最
も
大
切
な
の
は
、
人
間
関
係
で
す
。
そ
の
人
を
尊
重

し
、
失
敗
が
あ
っ
て
も
咎
め
ず
、
年
を
取
れ
ば
だ
れ
で
も
失
敗
す

る
よ
と
、
さ
り
げ
な
く
行
動
を
補
っ
て
い
く
温
和
な
人
間
関
係

は
、
悪
化
を
防
ぎ
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
周
辺
症
状
と
呼
ば
れ
る

徘
徊
な
ど
の
問
題
行
動
が
予
防
さ
れ
ま
す
。
最
近
は
認
知
症
カ

フ
ェ
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
の
集
ま
り
が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
参
加
す
る
人
は
、
自
発
的
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
交

流
し
た
り
さ
れ
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
健
常
な
機
能
が
隠

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

「
活
動
理
論
」「
離
脱
理
論
」
を
活
用
す
る

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
そ
の
人
に
合
っ
た
活
動
を
続

け
る
高
齢
者
は
、
心
身
の
機
能
が
維
持
さ
れ
、
時
に
は
高
ま
り
ま

す
。
壮
年
期
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
、
散
歩
、
テ
レ
ビ
体
操
な
ど
を
続
け

る
人
は
、
高
齢
期
の
活
動
性
が
よ
く
保
た
れ
ま
す
し
、
た
と
え
認

知
機
能
の
低
下
が
生
じ
て
も
、
活
き
活
き
と
生
活
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
活
動
理
論
と
よ
び
ま
す
。

　

し
か
し
、
活
動
で
い
つ
ま
で
も
良
い
状
態
が
保
て
る
か
と
い
い

ま
す
と
、
加
齢
に
よ
り
活
動
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
と
き
は
、
無
理
の
な
い
よ
う
に
活
動
を
減
ら
し
ま
す
。
そ
う
し

な
い
と
、
不
適
応
が
起
き
た
り
、
け
が
を
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
を
離
脱
理
論
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
理
論
は
矛

盾
す
る
よ
う
で
す
が
、
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

自
律
を
保
つ
努
力
で
加
齢
に
対
抗

　

加
齢
は
病
気
と
違
い
﹁
治
療
し
て
元
に
戻
す
﹂
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
加
齢
が
進
ん
で
も
こ
れ
に
負
け
な
い
生
き
方
を

し
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
自
律
性
を
た
も
つ
こ
と
で
す
。
自

律
は
、
自
立
の
よ
う
に
自
分
だ
け
で
行
動
す
る
の
で
な
く
、
で
き

1934 年名古屋に生まれる。東海学園中・高
校卒、京都大学医学部卒、仏教大学仏教学科
卒、医学博士・老年科医師・介護福祉士・浄
土宗僧侶、京大病院で「老年医学カウンセリ
ング」外来開設（1999 年まで）、大阪府立
大学・龍谷大学・東海学園大学・四天王寺国
際佛教大学・聖隷クリストファー大学大学院
各教授、東海学園大学名誉教授、2014 年以
後ボランティア（老年医療・介護福祉・仏教
カウンセリングの分野）
最近の著書：

『生老病死の医療をみつめて』中井吉英編著　
ミネルヴァ書房　
2016 年 6 月刊　￥2,500

P R O F I L E

奈
倉 

道
隆

M
ichitaka N

agura

17 16

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
浜
松
・
広
島



河
田 

本
日
は
加
齢
や
老
い
に
関
し
ま
し
て
生
物
学
的
、
経
済

的
、
医
療
的
な
こ
と
も
含
め
様
々
な
角
度
か
ら
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
先
生
方
に
質
問
を
受
け
て

い
た
だ
く
形
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ま
ず
、
生
物
学
的
に
寿
命
を
ど
う
捉
え
る
か
。
現
在
の
日
本

人
の
寿
命
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
人
種
と
か
、
食
事
内
容
も
関

係
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち

で
し
ょ
う
か
。

千
葉 

日
本
の
特
徴
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
内
陸
部
と

沿
岸
部
で
少
し
違
い
ま
す
が
、
魚
介
類
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

た
く
さ
ん
摂
る
。
ま
た
、
特
徴
的
な
農
産
品
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
あ
り
ま
す
し
、
世
界
的
に
も
和
食
は
健
康
食
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
ブ
ー
ム
も
続
い
て
お
り
ま
す
。
食
生
活
と
い
う
面
、

そ
こ
が
か
な
り
日
本
人
の
寿
命
延
長
に
寄
与
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

河
田 

続
い
て
、「
高
齢
者
の
栄
養
失
調
に
つ
い
て
で
す
が
、
食

事
の
摂
り
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
腹
八
分
目
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
栄
養
失
調
に
な
る
の
で
は
と
か
、
肥
満

者
の
食
事
の
摂
り
方
っ
て
い
う
の
は
ど
う
か
と
か
、
先
生
の
お

考
え
が
あ
れ
ば
」
と
。

千
葉 

肥
満
は
あ
る
意
味
い
い
面
も
あ
っ
て
、
太
れ
る
能
力
が
あ

る
、
ち
ゃ
ん
と
体
の
機
能
が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
い
え

ま
す
。
質
問
は
恐
ら
く
、
た
ん
ぱ
く
質
が
あ
ま
り
摂
れ
て
い
な

い
の
で
は
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
研
究
で

す
が
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
場
合
は
た
ん
ぱ
く
質
を
た
く

さ
ん
摂
っ
た
ほ
う
が
健
康
で
、
発
が
ん
率
が
低
く
な
る
と
い
う

よ
う
な
話
が
あ
り
ま
す
。
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
よ
う
に
年
齢
に
適

し
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
の
は
今
後
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

河
田 

私
も
知
り
た
い
の
で
す
が
、「
な
ぜ
男
性
よ
り
女
性
の
ほ

う
が
長
寿
な
の
で
す
か
」（
笑
）

千
葉 

い
ろ
い
ろ
な
面
が
あ
り
ま
し
て
、
よ
く
言
わ
れ
る
の
は
や

は
り
、
ホ
ル
モ
ン
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
話
で
す
ね
。
動
物

で
も
雄
と
雌
で
は
、
や
は
り
雌
の
ほ
う
が
長
生
き
と
い
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
僕
が
最
近
思
っ
て
い
る
の
は
、
女
性
は
皮
下
脂

肪
が
少
し
多
め
で
、
男
性
は
内
臓
脂
肪
、
肝
臓
な
ど
の
周
り
に

脂
肪
が
た
ま
る
。
脂
肪
も
い
ろ
ん
な
ホ
ル
モ
ン
を
出
し
て
い

て
、
女
性
の
ほ
う
が
む
し
ろ
健
康
に
い
い
善
玉
ホ
ル
モ
ン
を
出

す
よ
う
な
体
つ
き
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
適
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
。
も
う
一
つ
は
、
生
物
学
的
に
は
基
本
的
に
雌
（
女

性
）
に
な
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
女

性
は
子
ど
も
を
産
め
る
っ
て
い
う
こ
と
で
非
常
に
重
要
で
す
け

ど
も
、
男
は
子
ど
も
を
産
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
生
物
学
的

に
は
あ
ん
ま
り
重
要
で
な
い
（
笑
）。
女
性
に
な
ら
な
か
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
働
く
と
男
性
に
な
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
寿
命
に
関
与
し
て
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
田 

「
小
川
先
生
の
「
独
裁
者
ゲ
ー
ム
」
で
、
年
齢
の
み
で
比

較
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
人
の
経
済
力
も
考
慮
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
ご
質
問
で
す
。

小
川 

経
済
力
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
そ
こ
を
し
っ
か
り
分
析
し
て
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

は
、
そ
の
方
の
生
活
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
、
所
得
は
い

く
ら
で
す
か
と
か
な
か
な
か
教
え
て
も
ら
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
デ
ー
タ
が
取
れ
れ
ば
そ
う
い
う
分
析
は
可
能
だ
と
思

い
ま
す
け
ど
、
現
実
的
に
は
な
か
な
か
難
し
い
。
特
に
男
性
が

難
し
く
て
、
ご
自
宅
の
資
産
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、
ほ
と
ん

ど
わ
か
ら
な
い
、
知
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
奥
様
の
ほ
う
は
大
体

ご
存
じ
で
す
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
デ
ー
タ
と
し
て
偏
り
が

出
て
き
て
難
し
い
と
い
う
実
際
的
な
問
題
も
あ
り
、
使
い
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

河
田 

「
私
は
八
〇
歳
に
な
り
ま
す
が
、
急
に
記
憶
力
が
な
く
な

り
、
自
分
で
自
分
が
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
改
善
す
る
手
立
て
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
医
療
に
相
談
す
る
に
は
何
科
が

よ
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
よ
う
な
、
切
実
な
ご
質
問
で
す
。

奈
倉 

急
に
記
憶
力
だ
け
が
な
く
な
る
の
は
、
健
忘
症
の
よ
う
な

特
別
な
病
気
で
な
け
れ
ば
、
精
神
的
要
因
（
例
え
ば
自
信
喪

失
）
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
認
知
症
の
記
憶
障
害
は
、
急
に
起
き

る
こ
と
は
ま
れ
で
、
何
年
も
か
け
て
進
み
ま
す
。
単
純
な
物
忘

れ
症
状
で
も
、
自
信
を
失
う
と
自
分
で
自
分
が
信
じ
ら
れ
な
い

ほ
ど
思
い
出
せ
な
く
な
っ
て
、
自
信
喪
失
が
進
み
ま
す
。
自
信

が
回
復
す
れ
ば
元
に
戻
る
の
で
す
が
。
物
忘
れ
を
意
識
し
す
ぎ

て
活
動
を
止
め
る
の
は
よ
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　

八
〇
歳
に
な
れ
ば
、
大
部
分
の
人
が
物
忘
れ
を
自
覚
し
、
認

知
症
で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
す
が
、
生
活
に
特
別
支
障
が
な

い
記
憶
力
の
低
下
は
、
認
知
症
に
は
な
り
に
く
い
よ
う
で
す
。

気
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
病
院
な
ど
の
「
認
知
症
専
門
外
来
」

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
仮
に
「
軽
度
の
認
知
症
」
と
診

断
さ
れ
て
も
、
自
信
を
も
っ
て
人
と
対
話
し
た
り
、
好
き
な
本

を
読
ん
だ
り
、
も
の
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
の
進
行

は
遅
く
な
る
で
し
ょ
う
。「
軽
度
認
知
症
」
と
診
断
さ
れ
た
後

に
、
良
く
な
る
例
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

河
田 

「
認
知
能
力
を
よ
く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と

い
う
質
問
で
す
。（
笑
）

小
川 

そ
の
ご
質
問
、
絶
対
あ
る
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
な

か
な
か
難
し
い
。
先
ほ
ど

の
結
晶
的
知
性
と
流
動
的

知
性
の
話
。
結
晶
的
知
性

は
皆
さ
ん
の
経
験
か
ら
引

き
出
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、

そ
ち
ら
は
多
分
年
齢
と
と

も
に
か
な
り
高
ま
っ
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
も

う
一
つ
の
新
し
い
も
の
に

出
会
っ
た
と
き
に
、
ど
う

対
応
し
よ
う
か
と
い
う
能

力
は
年
齢
と
と
も
に
落
ち

て
、
多
分
そ
ち
ら
を
ど
う

上
げ
る
か
と
い
う
か
、
維

持
す
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。

う
ち
の
母
親
、
来
年
八
〇
歳
で
す
が
、
七
七
～
八
歳
に
な
っ
て

自
分
で
年
賀
状
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
今
も
し
っ
か
り
し
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
今
ま
で
や
っ
て
な
か
っ
た
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
認
知
能
力
が
高

ま
る
。
た
だ
、
サ
ン
プ
ル
一
な
の
で
、
科
学
的
に
正
し
い
か
ど

う
か
は
ち
ょ
っ
と
保
留
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

河
田 

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
の
意
味
は
、
ど
う
い
う
状
況
が
当

て
は
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

奈
倉 

健
康
に
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
と
が

あ
り
ま
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
は
病
気
や
け
が
で
、
生
活
に
支

障
や
苦
痛
が
生
ず
る
面
で
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
は
不
自
由
や

苦
痛
な
く
活
発
に
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
が
で
き
る
生
活
機

能
や
、
食
事
・
排
せ
つ
な
ど
が
健
常
に
営
め
る
機
能
な
ど
で

す
。

　
　

従
来
は
、
前
者
を
保
健
・
医
療
が
中
心
に
な
っ
て
、
健
康
の

回
復
・
維
持
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
社
会
で
加
齢
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
失
わ
な
い
よ

う
、
で
き
れ
ば
増
進
す
る
努
力
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
病
気
の
予
防
・
治
療
だ
け
を
心
得
て
お
れ
ば
よ
い
と
い
う

わ
け
に
い
か
ず
、
た
と
え
病
気
が
あ
っ
て
も
、
心
身
の
機
能
を

十
分
に
活
用
し
、
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
加

齢
を
知
り
、
健
や
か
に
生
き
る
た
め
に
、
保
健
・
医
療
だ
け
で

な
く
生
活
の
質
を
高
め
る
介
護
福
祉
が
重
要
と
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

河
田 

「
後
期
高
齢
期
の
人
を
支
援
す
る
た
め
に
、
家
族
は
ど
ん

な
努
力
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
」

　
奈
倉 

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
高
齢
者
に
必
要
な
支
援
を
、
①
経
済

総　

合　

討　
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的
支
援
。
②
介
護
的
支
援
。
③
情
緒
的
支
援
。
の
三
つ
に
分
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
で
き
る
限
り
社
会
的
支
援
を
活
用

し
、
不
足
す
る
分
は
、
家
族
な
ど
の
私
的
な
支
援
に
よ
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
①
は
不
十
分
な
が
ら
今
は
年

金
が
力
と
な
り
、
②
は
条
件
付
き
で
介
護
福
祉
が
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
③
は
地
域
の
福
祉
活
動
が
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
十

分
な
力
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

情
緒
的
支
援
と
い
う
の
は
、
心
の
面
の
支
援
で
す
。
デ
ン

マ
ー
ク
で
は
、
高
齢
者
と
家
族
は
別
居
が
普
通
で
す
が
、
家
族

が
週
に
一
度
、
少
な
く
と
も
月
に
一
度
は
訪
問
し
て
、
心
の
つ

な
が
り
を
保
ち
ま
す
。
私
が
デ
ン
マ
ー
ク
に
短
期
逗
留
し
た
家

の
若
者
は
、
月
に
一
度
、
車
で
一
時
間
か
け
て
独
居
の
母
を
訪

ね
て
い
ま
し
た
。
訪
問
時
間
は
一
五
分
で
し
た
。「
短
い
な
」

と
言
い
ま
し
た
ら
、「
毎
日
電
話
で
話
を
し
て
い
る
の
で
話
題

が
な
い
。
で
も
顔
を
見
た
く
て
会
い
に
い
く
の
さ
」
と
笑
っ
て

い
ま
し
た
。
お
互
い
に
安
心
し
合
っ
て
生
き
る
に
は
、
情
緒
的

支
援
が
必
要
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
こ
れ
が
普
通
だ
よ
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

河
田 

「
高
齢
者
を
支
え
る
た
め
に
は
医
療
と
福
祉
に
ど
の
よ
う

な
連
携
が
求
め
ら
れ
る
と
お
考
え
で
す
か
。」

奈
倉 

病
気
が
あ
れ
ば
医
療
が
、
加
齢
が
進
め
ば
福
祉
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
介
護
福
祉
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
医
療
は

診
療
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
医
療
技
術
で
そ

の
人
の
健
康
状
態
を
変
え
て
い
く
働
き
で
す
。
福
祉
は
、
そ
の

人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
環
境
（
衣
食

住
や
制
度
・
支
援
者
な
ど
）
を
調
え
、
人
権
尊
重
、
生
き
が
い

の
高
揚
を
図
り
、
自
己
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

こ
の
両
者
は
、
目
的
も
方
法
も
価
値
観
も
違
い
ま
す
が
、
両

者
が
対
象
者
を
中
心
に
置
い
て
協
働
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働

き
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
対
象
者
の
幸
福
に
貢
献
し
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
お
互
い
に
他
の
働
き
と
価
値
観
を
良
く
知
り
、
協

働
す
る
う
え
で
価
値
観
の
違
う
と
こ
ろ
は
話
し
合
い
を
密
に
し

て
、
対
象
者
の
意
思
や
目
的
に
寄
り
添
う
道
を
選
ん
で
連
携
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

河
田 

「
奈
倉
先
生
は
現
在
八
二
歳
で
こ
れ
だ
け
お
元
気
で
す
ば

ら
し
い
の
は
、
常
に
前
を
向
い
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
」
と
。

奈
倉 

私
、
特
別
な
努
力
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
環
境
に
恵
ま
れ
、

環
境
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
夫
婦
二
人

暮
ら
し
で
、
妻
も
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
家
も
食

事
も
家
族
関
係
も
み
な
環
境
で
す
。
親
の
介
護
で
は
貴
重
な
経

験
を
し
ま
し
た
。
今
は
夫
婦
と
も
高
齢
者
へ
の
奉
仕
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　
　

環
境
が
整
う
と
生
活
が
快
適
に
な
り
、
人
間
関
係
も
良
く
な

り
ま
す
し
、
健
康
状
態
も
向
上
し
ま
す
。
毎
朝
テ
レ
ビ
体
操
を

す
る
た
め
、
六
時
に
起
き
、
夜
は
一
二
時
ま
で
に
寝
る
習
慣
で

す
。
音
楽
・
信
仰
で
心
が
潤
い
、
感
謝
し
て
生
き
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
す
。

河
田 

も
う
一
つ
小
川
先
生
に
、「
優
し
さ
の
調
査
は
ほ
か
に
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。」

小
川 

先
ほ
ど
の
独
裁
者
ゲ
ー
ム
実
験
は
お
金
で
計
っ
て
ま
す
け

ど
も
、
別
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
ん
で
す
ね
。
道
で
人
が
倒
れ

て
い
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
と
か
、
そ
れ
が
見
ず
知
ら
ず
の
他
人

で
あ
れ
ば
ど
う
す
る
か
、
友
人
で
あ
れ
ば
ど
う
す
る
か
、
親
族

で
あ
れ
ば
ど
う
す
る
か
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
。
分
配
す
る

金
額
が
高
い
人
は
手
助
け
す
る
と
い
う
回
答
を
す
る
割
合
が
高

く
、
実
験
一
つ
で
そ
の
人
の
優
し
さ
に
つ
い
て
大
体
の
こ
と
は

わ
か
り
ま
す
。
ほ
か
の
優
し
さ
を
測
定
す
る
方
法
と
し
て
、
ず

ば
り
か
ど
う
か
は
難
し
い
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
や
ペ
ア
で
仕
事

を
す
る
と
き
に
ど
れ
だ
け
協
力
的
に
振
る
舞
う
か
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
家
の
大
掃
除
を
す
る
と
き
に
一
人
だ
け

遊
ん
で
た
り
し
た
ら
怒
ら
れ
ま
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
と
き
に

自
発
的
に
協
力
す
る
の
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
人
か
、
年
齢
が
影

響
す
る
の
か
、
先
ほ
ど
の
認
知
能
力
な
の
か
、
性
格
な
の
か
っ

て
い
っ
た
の
を
測
る
よ
う
な
実
験
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
先
ほ

ど
最
初
の
ほ
う
に
触
れ
ま
し
た
け
ど
も
、
社
会
の
利
益
と
個
人

の
利
益
が
相
反
す
る
状
況
で
社
会
の
利
益
に
合
わ
せ
ら
れ
る
人

は
ど
ん
な
人
か
っ
て
い
う
こ
と
を
実
験
す
る
こ
と
で
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

河
田 

「
今
、
実
際
に
親
が
認
知
症
で
、
少
し
離
れ
て
住
ん
で
い

る
の
で
時
々
見
に
行
く
ぐ
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
他
に
何

か
親
の
喜
ぶ
生
き
が
い
に
通
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。」

奈
倉 

認
知
症
が
あ
れ
ば
不
自
由
に
な
り
ま
す
が
、
人
間
と
し
て

生
き
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
討
論
の
「
後
期

高
齢
期
の
支
援
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
自
分
か
自
分
に
替
わ
る
人
が
、
す
ぐ
訪
問
で
き
る

体
制
を
整
え
て
お
く
と
、
大
き
な
問
題
が
起
き
な
く
て
あ
な
た

も
、
ご
本
人
も
安
心
で
す
。
情
緒
が
不
安
定
に
な
る
と
、
徘
徊

な
ど
の
問
題
行
動
が
生
じ
や
す
く
な
る
の
で
、
家
族
と
い
つ
で

も
電
話
で
話
せ
る
習
慣
を
作
り
た
い
で
す
ね
。
忙
し
い
時
に
掛

か
っ
た
ら
、「
今
忙
し
い
か
ら
今
夜
電
話
す
る
よ
」
と
や
さ
し

く
話
し
ま
す
。

　
　

相
手
の
感
情
を
大
切
に
し
、《
寄
り
添
い
、
支
え
る
関
係
》

を
た
も
ち
ま
す
。
こ
ち
ら
に
疎
む
気
持
ち
が
あ
る
と
、
敏
感
に

感
知
し
、
不
安
が
募
り
ま
す
か
ら
、
電
話
が
頻
回
に
か
か
る
よ

う
に
な
っ
て
、
一
層
疎
ま
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
じ
っ
く
り
話

を
聞
き
、
同
じ
話
の
繰
り
返
し
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

本
人
が
そ
の
こ
と
を
と
て
も
大
事
に
思
っ
て
い
る
気
持
を
察

し
、
事
実
よ
り
も
相
手
の
感
情
を
受
け
止
め
る
こ
と
に
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。

河
田 

私
、
個
人
的
に
も
う
だ
め
な
場
合
、
治
療
し
て
ほ
し
く
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
合
、
意
思
表
示
の
確
認
と

か
あ
ら
か
じ
め
で
き
る
も
ん
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

奈
倉 

で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
、
誰
が
見

て
も
本
人
の
意
思
だ
と
分
か
る
書
類
に
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

そ
う
し
て
お
か
な
い
と
、
医
師
は
、
本
人
の
意
思
表
示
が
な
け

れ
ば
生
命
尊
重
の
立
場
か
ら
、
可
能
な
限
り
命
を
延
ば
す
医
療

を
す
る
で
し
ょ
う
。

　
　

本
人
の
意
思
通
り
に
医
療
を
す
る
と
い
う
法
律
は
ま
だ
で
き

て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
完
全
に
は
希
望
通
り
に
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
医
師
は
あ
な
た
の
確
か
な
意
思
表
示
が
あ
れ
ば
尊
重

し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
・
親
族
が
「
で
き

る
だ
け
の
医
療
を
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
め
ば
、
こ
れ
も
無
視
で

き
ま
せ
ん
。
書
類
に
書
い
た
こ
と
を
元
気
な
う
ち
に
家
族
に
よ

く
話
し
、
一
致
し
た
方
針
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。

河
田 

最
後
に
三
人
の
先
生
へ
の
ご
質
問
で
書
い
て
あ
っ
た
の

は
、「
夢
や
目
標
と
は
何
で
す
か
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
者
の
お
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
、
今
日
の
加
齢
や
老
い
と
い
う

こ
と
に
関
連
し
た
夢
や
目
標
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
一
言
ず
つ

お
願
い
し
ま
す
。

千
葉 

僕
は
ち
ょ
っ
と
自
分
の
話
の
中
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

希
少
疾
患
、
そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
の
数
が
少
な
い
病
気
に
対

す
る
治
療
法
と
し
て
老
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
老
化
を

遅
ら
せ
る
よ
う
な
薬
を
つ
く
る
と
い
う
の
が
役
に
立
つ
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
も
う
い
く
つ
か
日
米
で
臨

床
試
験
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
学
発
と
し
て
薬
の
も

と
、
あ
る
い
は
食
品
と
し
て
こ
う
い
っ
た
も
の
が
い
い
、
と
い

う
よ
う
な
も
の
を
発
信
で
き
た
ら
な
と
思
っ
て
ま
す
。

小
川 

僕
も
あ
と
二
〇
年
ぐ
ら
い
す
れ
ば
高
齢
者
に
な
っ
て
い
く

ん
で
す
け
ど
も
、
た
く
さ
ん
の
方
が
社
会
に
高
齢
の
か
た
ち
で

お
ら
れ
る
と
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
い
ろ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
、
経
済
に
関
す
る
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
は
当
然
増
え
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
と

き
に
な
る
べ
く
簡
単
に
選
択
で
き
た
り
と
か
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

わ
な
い
よ
う
な
か
た
ち
の
社
会
を
作
る
た
め
に
研
究
し
て
い
る

ん
で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
た
く
さ

ん
の
実
際
の
高
齢
の
方
の
考
え
方
と
い
う
の
を
デ
ー
タ
と
し
て

持
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
今
い
ろ
ん
な
か
た

ち
の
助
成
で
、
金
銭
的
な
助
成
と
か
研
究
所
の
支
援
を
受
け
て

収
集
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
う
ま
く
研
究
が
進
め
ば
難

し
い
選
択
も
簡
単
に
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
か
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

河
田 

小
川
先
生
、
だ
ま
す
側
の
心
理
学
と
か
い
う
の
は
な
い
ん

で
す
か
（
笑
）。

小
川 

だ
ま
す
側
の
心
理
学
で
す
か
。
多
分
、
高
齢
者
の
心
理
と

裏
返
し
に
な
り
ま
す
。
だ
ま
し
に
く
い
よ
う
な
仕
掛
け
を
作
っ

て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
泥
棒
に
入

ら
れ
な
い
た
め
に
ダ
ミ
ー
の
鍵
穴
を
つ
け
て
お
く
と
か
あ
っ
た

り
し
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
玄
関
に
立
つ
と
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
が
ぱ
っ
と
当
た
る
と
か
、
あ
あ
い
う
ふ
う
な
か
た
ち
に
す
る

と
だ
ま
せ
な
い
と
い
う
か
、
泥
棒
に
入
ら
れ
な
い
、
そ
う
い
う

よ
う
な
事
前
に
予
防
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
と
。

河
田 

奈
倉
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

奈
倉 

加
齢
を
知
っ
て
、
老
い
を
健
や
か
に
生
き
る
こ
と
で
す
。

病
気
だ
け
で
な
く
加
齢
が
健
康
問
題
と
な
る
こ
と
、
こ
れ
は
医

療
で
は
な
く
、
生
活
の
工
夫
で
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
介
護
福
祉

な
ど
の
生
活
支
援
を
活
用
し
、
生
活
の
質
を
高
め
る
努
力
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

河
田 

先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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『
サ
バ
か
ら
マ
グ
ロ
が
産
ま
れ
る
!?
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
魅
か
れ
て
東
京
海
洋
大
学
を
訪
ね
ま
し
た
。
お

話
は
専
門
的
で
あ
り
な
が
ら
、
明
快
で
し
た
。
ま
た

人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
絶
滅
危
惧
種
に
な
っ
て
い
く

魚
た
ち
へ
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
し
た
。

代
理
親
魚
技
法
と
は

─
─
サ
バ
を
代
理
の
親
と
し
て
マ
グ
ロ
を
増
や
す
研
究
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

吉
崎	

ま
ず
、
卵
と
精
子
が
受
精
し
て
一
匹
の
魚
に
な
り
ま
す
。

卵
巣
の
中
に
あ
る
生
殖
幹
細
胞
か
ら
卵
が
で
き
、
精
巣
の
中
に
あ

る
生
殖
幹
細
胞
か
ら
精
子
が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ス
タ
ー
ト

す
る
と
、
こ
の
生
殖
幹
細
胞
を
マ
グ
ロ
か
ら
取
っ
て
き
て
サ
バ
に

移
植
す
れ
ば
、
そ
の
生
殖
幹
細
胞
が
サ
バ
の
中
に
き
ち
ん
と
生
着

し
、
増
殖
も
し
て
最
終
的
に
卵
や
精
子
を
作
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

サ
バ
が
マ
グ
ロ
の
卵
と
精
子
を
産
む
だ
ろ
う
、
そ
う
す
れ
ば
、
サ

バ
の
雄
と
雌
が
交
配
す
れ
ば
、
次
世
代
に
は
マ
グ
ロ
が
産
ま
れ
て

く
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
作
戦
で
す
。

異
物
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
な
道
具
が 

ま
だ
で
き
て
な
い
段
階
で
移
植
を
す
る

吉
崎	

も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
に
話
は
シ
ン
プ
ル
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
別
の
種
に
細
胞
を
移
植
し
て
も
、
そ
の
細
胞
が
き
ち
ん
と
宿

主
の
身
体
の
中
に
生
着
し
て
、
そ
こ
で
ち
ゃ
ん
と
発
生
す
る
か
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
い
わ
ゆ
る
免
疫
的
な
壁
、
動
物
が
違
え

ば
必
ず
免
疫
の
拒
絶
が
起
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

を
回
避
す
る
た
め
に
、
産
ま
れ
た
直
後
、
卵
か
ら
孵
化
し
た
直
後

の
魚
を
宿
主
に
使
う
と
い
う
の
が
、
ま
ず
一
つ
目
の
知
恵
で
す

ね
。

　

産
ま
れ
た
直
後
の
お
魚
た
ち
は
免
疫
機
能
が
非
常
に
未
熟
で
、

病
気
に
弱
い
。
養
殖
場
の
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
非
常
に
怖
い
、

感
染
症
が
蔓
延
し
や
す
い
時
期
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
逆
手

に
取
っ
て
、
そ
う
い
う
免
疫
が
非
常
に
弱
い
、
臓
器
が
で
き
て
な

い
と
か
、
白
血
球
の
中
で
も
Ｔ
細
胞
と
い
う
非
常
に
重
要
な
細
胞

が
ま
だ
で
き
て
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
異
物
を
取
り
除
く
た
め
に

必
要
な
道
具
が
ま
だ
で
き
て
な
い
段
階
で
移
植
を
す
る
と
別
種
の

細
胞
で
も
拒
絶
さ
れ
な
い
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き

な
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
（
突
破
口
）
で
す
ね
。
小
さ
な
魚
に
移
植
を

す
れ
ば
い
い
ん
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
が
、
小
さ
い
魚
に
移
植
す
る

と
な
る
と
当
然
す
ご
く
細
か
い
作
業
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
最
初
に
卵
か
ら
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
サ
ケ
や
マ
ス
の
仲
間

を
使
い
ま
し
た
。
魚
の
中
で
は
非
常
に
大
き
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む

か
ら
で
す
。
殆
ど
の
魚
は
、
一
粒
が
タ
ラ
コ
ぐ
ら
い
の
卵
を
産
み

出
す
た
め
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
魚
の
卵
巣
や
精
巣
に
細
胞

を
移
植
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
ど

う
や
っ
て
乗
り
越
え
た
か
と
い
う
と
、
卵
巣
、
精
巣
に
細
胞
を
注

射
す
る
の
で
は
な
く
、
お
な
か
の
中
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
注
射
す

る
と
い
う
す
ご
く
乱
暴
な
実
験
を
し
た
の
が
、
私
た
ち
の
二
つ
目

の
大
き
な
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
で
す
。

移
植
し
た
生
殖
幹
細
胞
は
、
お
な
か
の
中
を 

歩
い
て
卵
巣
・
精
巣
に
辿
り
着
く

吉
崎	

お
な
か
の
中
に
移
植
す
る
と
、
移
植
し
た
生
殖
幹
細
胞
は

ア
メ
ー
バ
ー
み
た
い
に
自
分
で
お
な
か
の
中
を
歩
い
て
卵
巣
、
精

巣
に
た
ど
り
着
い
て
、
そ
こ
に
飛
び
込
ん
で
、
卵
や
精
子
を
作
り

始
め
る
と
い
う
こ
と
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
ご
く
大
き
な

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
で
す
ね
。

　

こ
の
二
つ
を
利
用
す
る
こ
と
で
ヤ
マ
メ
と
い
う
魚
に
ニ
ジ
マ
ス

の
精
子
を
作
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
一
連

の
研
究
の
最
初
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
（
節
目
の
成
果
）
で
す
。
た

だ
、
最
初
の
魚
と
い
う
の
は
、
実
は
、
子
ど
も
の
〇
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
が
ニ
ジ
マ
ス
で
、
九
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
ヤ
マ
メ
の
遺
伝

子
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。〝
最
終
的
に
は
マ
グ
ロ
し
か
産
ま
な
い

サ
バ
を
作
る
〟
で
す
か
ら
、
ニ
ジ
マ
ス
し
か
産
ま
な
い
ヤ
マ
メ
を

作
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
種
な
し
ブ
ド
ウ
と
か
種
な
し
ス
イ
カ
と

同
じ
よ
う
に
、
魚
で
も
種
な
し
ヤ
マ
メ
と
か
種
な
し
ニ
ジ
マ
ス
を

簡
単
に
つ
く
れ
ま
す
。
受
精
し
た
直
後
の
卵
を
ぬ
る
ま
湯
に
一
五

分
間
浸
け
る
と
い
う
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
、
一
般
的
に
普
及
し
て

い
る
技
術
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
並
ぶ
ニ
ジ
マ
ス

の
恐
ら
く
九
割
以
上
は
、
種
な
し
ニ
ジ
マ
ス
で
す
。
日
本
人
は
イ

ク
ラ
や
白
子
を
食
べ
ま
す
が
、
欧
米
で
は
食
べ
ま
せ
ん
の
で
廃
棄

物
に
な
っ
て
し
ま
う
。
廃
棄
物
を
減
ら
し
て
、
そ
の
ぶ
ん
極
力
多

く
可
食
部
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
子
ど
も
を
産
め
な
い
状
況
に
し
て
、
あ
げ
た
餌
は
極
力

身
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
期
待
し
て
、
種
な
し
ニ
ジ
マ
ス
っ
て
い

う
の
が
結
構
普
通
に
養
殖
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
う
い
う
処
理
を
し
た
ヤ
マ
メ
に
ニ
ジ
マ
ス
の

生
殖
幹
細
胞
を
移
植
す
る
と
、
こ
の
ニ
ジ
マ
ス
は
自
分
の
卵
や
自

分
の
精
子
は
作
ら
な
い
け
れ
ど
、
ヤ
マ
メ
の
卵
や
精
子
は
作
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
、
こ
れ
が
二
つ
目
の
非
常
に
大
き

な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
的
な
結
果
で
す
ね
。

　

そ
こ
ま
で
が
わ
れ
わ
れ
が
サ
ケ
、
マ
ス
を
使
っ
て
や
っ
て
き
た

仕
事
で
す
。
サ
ケ
、
マ
ス
に
関
し

て
は
、
今
、
実
用
化
レ
ベ
ル
に
来

て
お
り
、
こ
れ
を
何
と
か
マ
グ
ロ

に
応
用
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
サ

バ
に
マ
グ
ロ
を
産
ま
せ
る
研
究
で

す
ね
。
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、

今
、
お
話
し
し
た
流
れ
と
同
じ
で

す
。
た
だ
、
イ
ク
ラ
か
ら
産
ま
れ

て
く
る
魚
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
タ
ラ
コ
か
ら
産
ま
れ
る
魚
で
実

現
し
よ
う
と
い
う
意
味
で
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
、
そ
の

ハ
ー
ド
ル
を
今
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で

す
ね
。

サバからマグロを創るという 
夢への挑戦
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科
よ
り
も
っ
と
小
さ
い
く
く
り
と
し
て
属
が
あ
り
ま
す
。
亜
熱

帯
、
日
本
の
南
に
住
ん
で
い
る
サ
バ
の
属
の
中
で
雑
種
を
作
ろ
う

と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
次
に
考
え
ま
し
た
。
亜
熱
帯
の
サ
バ
と

い
う
の
は
、
基
本
、
南
で
産
卵
し
ま
す
が
、
夏
に
な
る
と
、
黒
潮

に
乗
っ
て
東
京
近
辺
に
も
来
ま
す
。
そ
の
サ
バ
を
生
け
取
り
に
し

て
親
に
し
ま
す
。
実
は
日
本
国
内
で
は
そ
の
属
に
属
し
て
い
る
亜

熱
帯
性
の
サ
バ
は
一
種
類
し
か
い
な
い
、
世
界
で
も
三
種
類
し
か

い
ま
せ
ん
。
一
種
は
大
西
洋
に
い
る
亜
熱
帯
の
サ
バ
、
も
う
一
種

は
太
平
洋
の
東
側
、
中
米
、
南
米
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
同
じ
属

な
ら
ば
生
き
残
る
可
能
性
が
高
そ
う
だ
と
い
う
の
が
様
々
な
論
文

か
ら
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
の
魚
を
捕
ま
え
る

こ
と
、
そ
の
魚
が
成
熟
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
魚
が
精

子
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
精
子
を
液
体
窒
素
の
中
に
凍
結
し
て
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て
き

て
人
工
授
精
す
る
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
作
戦
で
す
。
今
、
ブ

ラ
ジ
ル
と
パ
ナ
マ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
二
種
類
と
日
本
の
南
方
系
の

サ
バ
の
雑
種
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
子
た
ち
が
本
当
に
不
妊
に
な

る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。
但
し
、
不
妊
に
な
る
の
か
を
調
べ
る

の
に
一
年
か
ら
二
年
か
か
り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
マ
グ
ロ
の
細
胞

を
ど
ん
ど
ん
移
植
し
て
、
運
が
よ
け
れ
ば
マ
グ
ロ
が
こ
れ
ら
雑
種

か
ら
産
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

魚
が
ど
の
ぐ
ら
い
子
ど
も
を
産
む
の
か
、
マ
グ
ロ
も
産
め
る
の
か

と
い
う
の
を
調
べ
て
い
る
最
中
で
す
。

─
─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
研
究
で
大
事
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。

サ
バ
か
ら
マ
グ
ロ
が
産
ま
れ
て
な
ん
ぼ

吉
崎	

僕
ら
が
研
究
す
る
上
で
一
番
大
事
に
し
て
い
る
ゴ
ー
ル

は
、
魚
を
作
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
今
の
生
物
学
の

ゴ
ー
ル
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
か
、
細
胞
レ
ベ
ル
の
解
析
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
例
え
ば
、
サ
バ
が
作
っ
た
精
子
に
マ
グ
ロ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
交

ざ
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
こ
れ
で
一
応
論
文
は
書
け
ま
す
。
恐
ら

く
、
サ
バ
が
マ
グ
ロ
の
精
子
を
作
っ
た
こ
と
を
間
接
的
に
は
言
え

る
わ
け
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
マ
グ
ロ
が
産
ま
れ
て
な
ん
ぼ

な
ん
で
す
。
ヤ
マ
メ
が
ニ
ジ
マ
ス
を
産
ん
だ
と
き
も
、
ニ
ジ
マ
ス

が
ち
ゃ
ん
と
で
き
た
の
が
ゴ
ー
ル
で
し
た
し
、
液
体
窒
素
の
中
に

凍
結
し
た
細
胞
か
ら
細
胞
移
植
し
て
、
卵
で
精
子
を
作
っ
た
魚
を

作
っ
た
と
き
も
、
凍
っ
た
細
胞
か
ら
魚
が
産
ま
れ
た
時
も
、
わ
れ

わ
れ
の
手
の
中
に
魚
が
い
る
こ
と
が
大
切
な
ゴ
ー
ル
で
、
そ
こ
は

す
ご
く
こ
だ
わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
研
究
を
野
生
の
魚
を
守
る
こ
と
に
使
い
た
い
の
が
、
わ
れ

わ
れ
が
い
つ
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ヤ
マ
メ
が
ニ
ジ
マ

ス
を
産
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
結
構
ま
じ
め
な
研
究
者
が
す
ご
く

評
価
し
て
く
れ
た
仕
事
で
す
。
で
も
、
サ
バ
に
マ
グ
ロ
を
産
ま
せ

る
研
究
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
耳
に
し
た
人
た
ち
は
、
わ
か
り
や
す

く
言
う
と
、
お
金
儲
け
を
し
た
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
っ
て
き
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
マ
グ
ロ
を
守
る
た
め

に
こ
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
商
売
の
た
め
に

や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う

な
、
凍
結
細
胞
か
ら
生
き
た
魚
を
作
る
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
、

絶
滅
の
瀬
戸
際
の
魚
た
ち
を
守
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
技
術
を
使

い
た
い
ん
で
す
。
こ
の
技
術
で
地
球
上
の
魚
を
守
っ
て
い
き
た

い
、
そ
こ
は
、
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
。

─
─
絶
滅
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て
の
一
つ
の
方
法

だ
と
い
う
考
え
方
で
し
ょ
う
か
。

絶
滅
の
淵
に
追
い
込
ん
だ
魚
を
守
る
の
は 

人
間
の
責
任

吉
崎	

そ
こ
は
か
な
り
複
雑
な
話
で
、
地
球
の
長
い
時
間
軸
の
中

で
の
変
化
に
伴
っ
て
絶
滅
す
る
魚
を
救
お
う
と
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
も
人
間
の
活
動
で
絶
滅
の
淵
に
追
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
魚
た
ち
を
守
る
の
は
人
間
の
責
任
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
僕

の
考
え
で
す
。
そ
う
な
ら
ば
、
魚
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
い
た
環
境

に
戻
し
て
あ
げ
る
の
が
本
当
だ
け
ど
、
現
実
的
に
は
そ
れ
は
で
き

ま
せ
ん
。
ダ
ム
が
で
き
る
と
川
の
魚
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
集
団
が
孤

立
し
て
絶
滅
に
向
か
っ
て
い
く
、
こ
れ
は
一
般
的
な
話
で
す
が
、

─
─
そ
の
後
の
進
展
は
い
か
が
で
す
か
。

サ
バ
か
ら
マ
グ
ロ
を
つ
く
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

吉
崎	

い
ま
現
在
、
マ
グ
ロ
の
細
胞
を
効
率
よ
く
移
植
す
る
に
は

亜
熱
帯
系
の
サ
バ
を
使
う
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
亜
熱
帯
系
の
サ
バ
の
種
な
し
化
は
か

な
り
難
航
し
て
い
ま
す
。
ぬ
る
ま
湯
に
浸
け
る
だ
け
で
は
種
な
し

化
の
効
率
が
悪
い
。
専
門
的
に
は
受
精
卵
を
ぬ
る
ま
湯
に
つ
け
る

こ
と
で
、
染
色
体
が
三
組
に
な
り
、
種
な
し
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
三
倍
体
と
い
い
ま
す
。
普
通
の
動
物
は
二
倍
体
で
す
。
精
子
や

卵
が
一
倍
体
で
す
。
脊
椎
動
物
の
お
母
さ
ん
は
二
組
の
遺
伝
子
を

持
っ
て
い
て
、
精
子
が
飛
び
込
ん
だ
あ
と
に
、
余
計
な
一
組
を
捨

て
る
の
で
す
。
そ
れ
で
、
一
、一
に
な
っ
て
ま
た
二
倍
体
が
で
き

る
と
い
う
の
が
受
精
で
す
。
ぬ
る
ま
湯
に
浸
け
る
と
い
う
の
は
こ

の
捨
て
る
動
作
を
阻
害
し
ま
す
。
サ
バ
科
の
魚
で
そ
れ
を
や
る
と

種
な
し
サ
バ
が
で
き
ま
す
が
、
効
率
が
悪
く
、
二
倍
体
と
三
倍
体

が
交
ざ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
問
題
は
、
二
倍
体
の
方
が
す
ば
し
っ

こ
く
て
、
頭
も
よ
い
し
、
餌
も
よ
く
食
べ
る
の
で
、
三
倍
体
と
の

競
争
に
勝
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
初
に
処
理
し
た
段
階
で
は
三
倍

体
が
か
な
り
多
い
の
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
発
生
が
進
ん
で
い
く
と

二
倍
体
の
割
合
が
多
く
な
り
、
共
食
い
を
始
め
て
、
三
倍
体
は
こ

と
ご
と
く
餌
に
な
っ
て
、
残
る
の
は
二
倍
体
ば
か
り
と
い
う
状
況

が
も
う
何
年
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
三
倍
体
と
い
う
方
法
で
不

妊
化
す
る
の
は
難
し
そ
う
だ
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

雑
種
に
着
目
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わ
れ
わ
れ
が
今
注
目
し
て
い
る
の
は
雑
種
で
す
。
昔
か
ら

雑
種
は
種
な
し
に
な
る
の
は
結
構
い
ろ
い
ろ
な
動
物
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ウ
マ
と
ロ
バ
の
雑
種
も
不
妊
で
す
ね
。
ト
ラ

と
ラ
イ
オ
ン
の
雑
種
も
不
妊
で
す
。
魚
で
も
、
い
く
つ
か
そ
う
い

う
話
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
魚
の
雑
種
の
目
的
は
や
は
り
卵
を
作

ら
な
い
こ
と
で
成
長
を
早
く
し
よ
う
、
食
べ
る
部
分
を
大
き
く
し

よ
う
と
い
う
の
が
目
的
で
、
わ
れ
わ
れ
の
実
験
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
を
考
え
た
人
は
今
ま
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
雑
種

を
作
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
始
め
て
い
ま
す
。
ど
の

魚
と
ど
の
魚
を
交
配
す
る
と
不
妊
に
な
る
か
は
、
出
た
と
こ
勝

負
、
や
っ
て
み
な
き
ゃ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
、
私
た
ち
は
雑
種
を

い
ろ
い
ろ
試
し
て
い
て
、
日
本
で
手
に
入
る
い
ろ
い
ろ
な
サ
バ
や

マ
グ
ロ
の
仲
間
を
集
め
て
い
ま
す
。
マ
グ
ロ
と
サ
バ
の
雑
種
が
生

き
残
っ
た
ら
、
サ
バ
ほ
ど
小
さ
く
な
く
て
も
マ
グ
ロ
と
サ
バ
の
中

間
の
大
き
さ
で
マ
グ
ロ
を
産
ん
で
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
も
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
マ
グ
ロ
と

サ
バ
の
雑
種
は
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
い
、
マ
グ
ロ
と
カ
ツ
オ
の
雑

種
も
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
サ
バ
科
の
雑
種
で
マ
グ
ロ
の
精
子
を

使
っ
て
人
工
受
精
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
こ
と
ご
と
く
死
に
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
サ
バ
と
カ
ツ
オ
、
サ
バ
と
ソ
ウ
ダ
ガ
ツ
オ
は
ど
う
な

の
か
と
、
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ
せ
で
行
い
ま
し
た
が
、
生
き

残
っ
た
雑
種
は
全
く
い
ま
せ
ん
。
も
う
日
本
の
魚
で
や
っ
て
い
た

ら
、
ら
ち
が
明
き
ま
せ
ん
。

近
い
親
戚
同
士
で
人
工
授
精

吉
崎	

生
物
で
す
か
ら
分
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
界
扌
門
扌
網
扌

目
扌
科
扌
属
扌
種
と
続
き
ま
す
。
遠
い
親
戚
と
か
け
あ
わ
せ
て
雑

種
を
作
る
と
死
ん
で
し
ま
う
の
で
す
が
、
近
い
親
戚
同
士
だ
っ
た

ら
死
な
な
い
う
え
、
不
妊
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
近
い
親
戚
同
士
で
人
工
授
精
を
し
て
、
移
植
用
の
宿
主
に

使
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
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ダ
ム
を
壊
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
議
論
は
な
か
な
か
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
一
昔
前
で
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
公
共
工
事
で
経
済
の
活

性
化
で
す
よ
ね
。
道
造
っ
て
、
港
造
っ
て
、
造
る
も
の
が
な
く

な
っ
た
か
ら
今
度
は
ダ
ム
を
造
ろ
う
っ
て
。
例
え
ば
砂
防
ダ
ム
と

か
土
石
流
を
防
ぐ
ダ
ム
は
分
か
り
易
い
。
で
も
こ
れ
は
短
絡
的
な

解
決
策
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
自
然
を
支
配
し
よ
う
、
力
で
押
さ

え
つ
け
ま
し
ょ
う
、
ど
ん
な
台
風
が
来
て
も
、
ど
ん
な
地
震
が
来

て
も
、
全
部
力
で
押
さ
え
つ
け
ま
し
ょ
う
、
津
波
も
全
部
力
で
押

さ
え
つ
け
ま
し
ょ
う
っ
て
い
う
考
え
方
で
す
よ
ね
。
そ
こ
に
住
む

生
き
物
に
対
す
る
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
人
間
し
か
地
球
上
に

生
き
物
は
い
な
い
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
と
、
僕
に
は
見

え
る
わ
け
で
す
よ
（
笑
）。
そ
う
い
う
状
況
下
で
、
こ
の
魚
は
こ

の
工
事
に
よ
っ
て
、
今
、
絶
滅
し
そ
う
で
す
。
で
は
、
こ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
塊
、
撤
去
し
ま
し
ょ
う
っ
て
な
か
な
か
で
き
な
い
で

す
よ
。

生
命
を
未
来
に
託
す

吉
崎	

僕
ら
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、
何
が
現
実
的
な
解
決
策

か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
残
念
な
こ
と
に
彼
ら
が
住
め
る
場
所

を
未
来
永
劫
取
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
、
少

な
く
と
も
日
本
で
は
非
常
に
難
し
い
。
知
床
み
た
い
な
す
ご
く
う

ま
く
い
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
け
ど
。
で
も
、
自
然
と
か
生
き
物
っ

て
あ
ん
な
極
端
な
、
人
の
住
ん
で
な
い
エ
リ
ア
に
だ
け
あ
る
の
で

は
な
く
て
、
極
論
言
う
と
海
洋
大
学
の
周
り
の
運
河
に
も
あ
る
わ

け
で
す
よ
。
け
れ
ど
、
運
河
に
い
る
生
き
物
の
こ
と
な
ん
て
、
み

ん
な
考
え
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
中
で
、
今
、

わ
れ
わ
れ
が
で
き
る
一
つ
の
解
決
策
は
、
こ
う
い
う
生
殖
細
胞
を

液
体
窒
素
の
中
で
凍
ら
せ
て
お
い
て
、
そ
れ
を
未
来
の
人
に
託
す

こ
と
。
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
液
体
窒
素
の
中
に
細
胞

を
凍
ら
せ
る
、
そ
し
て
、
そ
の
細
胞
を
移
植
す
れ
ば
そ
こ
か
ら
代

理
の
親
を
使
っ
て
い
つ
で
も
当
時
い
た
魚
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
技
術
を
未
来
に
送
る
こ
と
で
す
ね
、
そ
れ
は

今
、
僕
ら
が
で
き
る
こ
と
。
未
来
の
人
が
ど
う
使
う
か
は
、
こ
れ

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
、
正
直
言
っ
て
ね
。
未
来
の
科
学
が
、

こ
の
技
術
は
だ
め
だ
と
判
断
し
た
ら
、
そ
れ
で
し
ょ
う
が
な
い
。

で
も
、
可
能
性
と
い
う
か
選
択
肢
を
わ
れ
わ
れ
が
提
案
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
僕
が
今
、
目
指
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
絶
滅
危
惧
種
を
守
る
一
つ
の
選
択
肢
と
い
う
か
保
険
で
す
。

こ
ん
な
技
術
は
、
使
わ
な
い
に
越
し
た
こ
と
が
な
い
。
自
然
の
川

や
海
で
生
き
物
が
生
き
延
び
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
す
。
で
も
、
そ

れ
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
、
こ
の
方
法
論
っ
て
い
う
の
は
大
き

な
保
険
と
し
て
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

も
う
一
つ
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
を
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
方
法
、
他
の
魚
の
卵
巣
や
精
巣
を
借
り
て
卵
や
精
子
を

作
っ
て
も
ら
う
も
の
で
、
卵
や
精
子
を
作
る
器
が
違
っ
て
も
、
卵

や
精
子
そ
の
も
の
は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
方
法
論
で
す
。
わ

れ
わ
れ
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
散
々
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
法

で
作
っ
た
魚
に
お
か
し
な
こ
と
は
全
く
見
つ
か
っ
て
い
な
い
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
取
り
得
る
選
択
肢
と
し
て
は
非
常

に
現
実
的
か
つ
効
果
的
な
選
択
肢
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
若
い
世
代
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
か
。

た
く
さ
ん
自
然
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
、 

た
く
さ
ん
生
き
物
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
、 

感
じ
て
く
だ
さ
い
、 

記
憶
を
た
く
さ
ん
残
し
て
く
だ
さ
い

吉
崎	

高
校
生
が
見
学
に
来
て
、
研
究
者
に
な
る
た
め
に
は
何
を

す
れ
ば
い
い
で
す
か
、
と
い
う
よ
う
な
質
問
が
あ
る
わ
け
で
す

よ
。
一
生
懸
命
、
生
物
の
勉
強
し
な
さ
い
っ
て
言
う
の
を
期
待
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
僕
は
海
や
山
や
川
に
行
っ
て
た
く
さ
ん

自
然
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
、
た
く
さ
ん
生
き
物
に
ふ
れ
て
く
だ
さ

い
、
感
じ
て
く
だ
さ
い
、
記
憶
を
た
く
さ
ん
残
し
て
く
だ
さ
い
と

言
い
ま
す
。
僕
自
身
を
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
学
生
時
代
に
ふ

れ
て
き
た
生
き
物
、
特
に
魚
に
た
く
さ
ん
ふ
れ
た
こ
と
が
魚
を
守

る
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
教
官
に
こ
の
研
究
や
り
な
さ
い
っ
て
言
わ
れ
て
い
た
ら
、

こ
こ
ま
で
頑
張
れ
て
い
ま
せ
ん
。
マ
グ
ロ
も
や
ろ
う
っ
て
言
っ
て

か
ら
も
う
一
五
年
ぐ
ら
い
産
ま
れ
て
い
な
い
で
す
よ
。
そ
ん
な
状

況
下
で
も
ま
だ
粘
れ
る
の
は
、
僕
自
身
が
、
野
生
の
大
型
の
サ
バ

科
魚
類
っ
て
本
当
に
き
れ
い
な
魚
で
、
あ
あ
い
う
魚
た
ち
を
何
と

か
守
っ
て
い
き
た
い
っ
て
気
持
ち
が
原
動
力
で
、
感
性
が
シ
ャ
ー

プ
な
若
い
う
ち
に
記
憶
に
刷
り
込
ま
れ
た
の
が
大
事
で
す
。
例
え

ば
、
初
め
て
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
を
釣
り
上
げ
た
シ
ー
ン
、
マ
グ
ロ

の
群
れ
を
初
め
て
海
の
ど
真
ん
中
で
見
た
と
き
の
記
憶
と
か
、
今

で
も
明
瞭
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
の
っ
て

頑
張
る
原
動
力
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
原
動
力
に
受
験
勉

強
を
頑
張
れ
ば
い
い
し
、
大
学
入
っ
て
か
ら
頑
張
れ
ば
い
い
。
で

も
、
そ
れ
が
な
い
と
、
そ
う
簡
単
に
一
つ
の
こ
と
に
人
生
賭
け
ら

れ
な
い
（
笑
）、
だ
っ
て
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

も
ん
（
笑
）。
マ
グ
ロ
は
産
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、

僕
ら
は
産
ま
れ
る
と
信
じ
て
頑
張
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
は
す
ご

い
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
け
ど
。
あ
と
は
僕
ら
の
立
場
に
な
り
ま
す

が
、
二
〇
～
三
〇
人
の
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
る
わ
け
で
、
彼

ら
の
人
生
も
し
ょ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
彼
ら
が
研
究
成
果
を

上
げ
な
い
と
、
次
の
研
究
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
な
い
と
か
、
今
、
契

約
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
け
ど
、
そ
れ
が
正
規
雇
用
に
な
る
と
か
そ
う

い
う
と
き
に
彼
ら
の
業
績
が
す
ご
く
大
事
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が

今
す
ご
い
シ
ビ
ア
に
評
価
さ
れ
る
か
ら
。

信
じ
て
な
い
と
頑
張
れ
な
い

吉
崎	

だ
け
ど
も
、
そ
う
い
う
状
況
下
で
信
じ
て
い
な
い
と
頑
張

れ
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
原
体
験
が
す
ご
く
大
事
で

す
。
小
学
四
年
生
の
と
き
に
初
め
て
魚
を
釣
り
上
げ
た
ん
で
す

が
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
魚
た
ち
と
出
会
っ
て
き
た
こ
と
が
大

き
な
力
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
う
い
う
体
験
を
ぜ
ひ
し
て
く
だ

さ
い
っ
て
い
う
の
は
若
い
人
に
も
言
い
た
い
か
な
。

─
─
魚
釣
り
の
手
ほ
ど
き
は
ど
な
た
か
か
ら
？

吉
崎	

こ
れ
、
僕
に
と
っ
て
す
ご
い
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
こ
と
は
、

誰
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

　

実
家
が
鎌
倉
な
の
で
、
夏
休
み
は
毎
日
泳
ぎ
に
行
っ
て
、
真
っ

黒
で
し
た
。
そ
れ
も
同
級
生
と
自
転
車
で
海
水
浴
場
で
は
な
い
と

こ
ろ
に
行
っ
て
泳
ぐ
の
が
好
き
で
、
ひ
た
す
ら
魚
を
追
い
か
け
て

い
る
わ
け
で
す
よ
。
あ
る
夏
に
中
耳
炎
に
な
っ
て
、
お
医
者
さ
ん

か
ら
泳
ぎ
を
止
め
ら
れ
、
そ
の
と
き
に
釣
り
を
始
め
た
ん
で
す
。

家
族
で
週
末
に
海
辺
を
散
歩
に
行
っ
た
と
き
に
僕
が
釣
り
を
し
た

い
っ
て
言
っ
て
、
本
当
に
安
い
釣
り
ざ
お
を
親
に
買
っ
て
も
ら
っ

て
糸
垂
ら
し
て
釣
り
ま
し
た
。
家
族
は
誰
も
釣
り
を
し
な
い
の

で
、
僕
が
一
人
で
、
最
初
に
フ
グ
を
釣
っ
た
の
で
す
が
、
小
学
校

四
年
生
に
と
っ
た
ら
フ
グ
で
も
大
喜
び
。
ク
サ
フ
グ
で
す
ね
。
人

生
で
初
め
て
釣
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
魚
を
釣
る
わ

け
で
す
よ
。
も
う
こ
の
年
に
な
る
と
な
か
な
か
行
か
な
い
け
れ

ど
、
二
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
代
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
ロ
ウ
ニ
ン
ア
ジ

を
釣
る
の
が
大
好
き
で
、
一
〇
回
ぐ
ら
い
モ
ル
デ
ィ
ブ
に
行
き
ま

し
た
ね
、
釣
り
だ
け
の
た
め
に
。
タ
ヒ
チ
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
も
行
き
ま
し
た
。
釣
り
は
独
学
、
と
い
う
か
、
魚
に
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「
千
の
島
」
と
い
う
意
味
の
す
ご
く
き
れ
い
な
観
光
地
で
す
。
プ

ロ
ウ
ス
リ
ブ
の
島
々
は
本
当
に
小
さ
な
島
が
、
熱
帯
の
透
き
通
っ

た
海
の
中
に
浮
か
ん
で
い
る
サ
ン
ゴ
礁
の
島
で
す
。
で
も
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
か
ら
プ
ロ
ウ
ス
リ
ブ
に
向
か
っ
て
船
を
出
す
と
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
港
か
ら
一
五
分
ぐ
ら
い
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
海
を
か
き
分

け
な
が
ら
船
が
進
ん
で
い
く
ん
で
す
。
だ
ん
だ
ん
密
度
が
減
っ

て
、
突
然
真
っ
青
な
海
が
広
が
る
ん
で
す
。
で
も
、
現
地
の
人
は

も
う
慣
れ
て
い
る
か
ら
全
く
違
和
感
が
な
い
し
、
ご
み
は
海
に
捨

て
る
も
の
だ
と
彼
ら
は
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
安
い
労
働
力
に
依
存
し

て
輸
入
し
て
い
る
け
れ
ど
、
彼
ら
の
経
済
が
回
っ
て
い
る
の
は
環

境
を
食
い
つ
ぶ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
要
す
る
に
、
環
境
を
維
持

す
る
こ
と
を
考
え
る
と
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
お
金
が
か
か
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
の
は
全
く
度
外
視
し
て
経
済
活
動

に
突
っ
走
っ
て
い
る
か
ら
、
安
い
値
段
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
日

本
に
も
入
っ
て
き
ま
す
。
別
の
例
で
言
う
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
か
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
。
日
本
で
は
そ
う
い
う
も
の
に
よ
る
公
害
と
い
う
か
、

環
境
被
害
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
残
念
な
こ
と
に
、

途
上
国
に
行
く
と
い
ま
だ
に
、
彼
ら
の
無
知
に
よ
っ
て
環
境
中
に

ど
ん
ど
ん
放
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
が
、
人
の
体
の
中
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
、
最
終
的
に
は

ね
。
地
球
上
で
、
ど
の
人
種
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
レ
ベ
ル
が
最
も

高
い
か
ご
存
じ
で
す
か
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
環
境
中
に
放
出
し
て

い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
途
上
国
な
の
で
す
。
で
も
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
レ
ベ
ル
が
圧
倒
的
に
高
い
の
は
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
人
た
ち
な
ん

で
す
よ
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
遠
い
海
で
ま
か
れ
た
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
取
り
込
ま
れ
て
、
小
魚
に
取
り
込

ま
れ
て
、
最
終
的
に
は
海
獣
に
取
り
込
ま
れ
る
の
で
す
。
海
獣
っ

て
い
う
の
は
ア
ザ
ラ
シ
と
か
。
そ
れ
で
、
ア
ザ
ラ
シ
の
肉
を
食
べ

て
い
る
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
体
内
に
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

遥
か
彼
方
の
海
で
ま
か
れ
た
汚
染
物
質
が
、
北
の
海
に
糧
を
求
め

て
い
る
人
た
ち
の
体
の
中
に
入
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
今
の
地
球
の

状
況
で
す
よ
ね
。
わ
れ
わ
れ
が
生
き
残
っ
て
い
く
う
え
で
す
ご
く

大
事
な
こ
と
で
、
早
く
手
を
打
た
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
し
、
食

べ
物
も
な
く
な
る
し
、
わ
れ
わ
れ
が
住
む
環
境
も
な
く
な
る
。
僕

は
い
つ
も
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
い
ま
す
。

─
─
す
ご
く
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
本
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

今
回
は
、
東
京
海
洋
大
学
の
研
究
室
を
訪
ね
ま
し
た
。
サ
バ
か

ら
マ
グ
ロ
を
創
る
と
い
う
研
究
の
背
景
に
は
、
人
間
の
活
動
で
絶

滅
の
淵
に
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
魚
た
ち
を
守
る
の
は
人
間
の
責

任
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
の
技
術
を
使
い
た
い
と
吉
崎
氏
は
明

快
に
述
べ
ら
れ
た
。
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て
研
究
を
続

け
て
こ
れ
た
の
は
、
本
当
に
き
れ
い
な
魚
た
ち
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
小
学
生
の
と
き
の
ク
サ
フ
グ

を
釣
り
上
げ
た
経
験
に
ま
で
遡
る
。
学
童
期
か
ら
の
自
然
と
の
触

れ
合
い
体
験
が
、
研
究
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
納
得

す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

�

聴
き
手　

畠
中
宗
一
〈
関
西
福
祉
科
学
大
学
教
授
〉

習
っ
た
っ
て
感
じ
で
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
一
生
懸
命
考
え
る
し

ね
、
自
分
が
釣
る
魚
の
こ
と
を
。

　

さ
っ
き
の
ク
サ
フ
グ
の
話
は
ち
ょ
っ
と
お
ま
け
が
あ
っ
て
、
そ

の
ク
サ
フ
グ
が
、
今
ト
ラ
フ
グ
を
産
む
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ

（
笑
）。
小
学
校
四
年
の
と
き
に
初
め
て
出
会
っ
た
魚
が
、
フ
グ
刺

し
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
ク
サ
フ
グ
は
毒
が

あ
っ
て
、
大
き
く
な
ら
な
い
し
、
雑
魚
な
の
だ
け
ど
、
そ
の
魚
が

今
や
ト
ラ
フ
グ
を
産
む
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
ト
ラ
フ
グ
は
、
も
う
近
い
将
来
、
多
分
養
殖
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

─
─
次
世
代
の
人
々
に
、
先
生
が
何
か
こ
れ
だ
け
は
伝
え
て
お
き

た
い
、
そ
う
い
う
こ
と
が
も
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
ま
し
た
ら
お

願
い
し
た
い
ん
で
す
が
。

吉
崎	

か
ね
が
ね
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
マ
グ
ロ
の
ト
ロ
を
じ
ゃ

ん
じ
ゃ
ん
食
べ
ら
れ
る
っ
て
い
う
状
況
が
、
お
か
し
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
列
島
に
一
億
二
〇
〇
〇
万
も
人
が
住
ん
で
い
る
こ
と

が
、
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
の
土
地
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

人
の
数
は
決
ま
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
縄
文
時

代
に
日
本
列
島
に
ど
の
く
ら
い
人
が
住
ん
で
い
た
か
と
い
う
話
で

す
よ
ね
。
人
間
っ
て
高
度
な
文
明
を
駆
使
す
る
こ
と
で
こ
こ
ま
で

高
密
度
に
人
が
住
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
ま

で
高
密
度
に
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
球
側
は

絶
対
に
悲
鳴
を
上
げ
る
わ
け
で
す
よ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
環
境
や
食

糧
が
あ
る
意
味
研
究
の
対
象
で
す
が
、
も
う
彼
ら
は
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
何
億
年
と
い
う
単
位
の
話
で
す
が
、
僕

ら
が
生
き
て
い
る
数
十
年
の
間
に
で
き
る
こ
と
は
、
多
分
二
つ

あ
っ
て
、
一
つ
は
地
球
を
食
い
つ
ぶ
し
て
い
る
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え

る
こ
と
。
少
し
で
も
延
命
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
一
つ
。
あ

と
は
、
同
じ
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
地
球
上
の
資
源
を
持
続
的

に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
日
本
は
人
口
密
集
し
過
ぎ

て
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
大
量
に
食
べ
物
を
海
外
か
ら
輸
入
す
る

わ
け
で
す
。
で
も
、
例
え
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
の
エ
ビ
の
養
殖
場
、

わ
れ
わ
れ
エ
ビ
フ
ラ
イ
と
か
エ
ビ
と
か
、
ば
ん
ば
ん
食
べ
る
わ
け

で
す
よ
。
ど
う
や
っ
て
エ
ビ
が
養
殖
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
ひ
ど

い
も
ん
で
す
よ
。
エ
ビ
の
養
殖
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
言
っ
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
き
こ
り
で
す
、
漁
師
じ
ゃ
な
い
。
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
木
を
ど
の
く
ら
い
切
る
か
に
よ
っ
て
、
エ
ビ
が
ど
の
く

ら
い
育
て
ら
れ
る
か
は
決
ま
り
ま
す
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
切
り
倒

し
て
エ
ビ
の
養
殖
場
を
作
っ
て
、
一
攫
千
金
で
す
よ
。
そ
れ
で
、

し
ば
ら
く
す
る
と
病
気
が
出
て
使
え
な
く
な
っ
て
そ
こ
を
捨
て
る

ん
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た
木
を
切
り
に
行
く
ん
で
す
。
そ
れ
で
日

本
の
エ
ビ
は
支
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
背
景
に
犠
牲
に
な
っ
て
い

る
エ
リ
ア
は
必
ず
あ
る
。

　

例
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ
ロ
ウ
ス
リ
ブ
、
現
地
の
言
葉
で
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エ
ル
ナ
・
マ
イ
ヤ
ー
の
家
事
入
門
書

　

今
日
の
主
役
は
三
人
。
先
ず
、
エ
ル
ナ
・
マ
イ
ヤ
ー
で
す
。
エ

ル
ナ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
事
研
究
者
で
す
。
一
九
一
三

年
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
女
性
の
先
駆
者
で

す
。
た
だ
、
そ
の
ま
ま
大
学
で
研
究
者
と
な
る
に
は
、
当
時
の
ド

イ
ツ
は
ま
だ
あ
ま
り
に
も
男
性
中
心
主
義
的
で
し
た
。
彼
女
は
大

学
に
は
残
ら
ず
に
家
事
の
カ
リ
ス
マ
主
婦
と
し
て
本
を
出
し
、
そ

の
本
が
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
と
い
う
道
筋
を
た
ど
っ
て
い
き

ま
す
。
彼
女
の
書
い
た
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
、﹃D

er neue 
H

aushalt

︵
新
し
い
家
事
︶﹄
と
い
う
本
︵
写
真
︶、
私
が
確
認
し

た
と
こ
ろ
四
〇
版
を
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、﹁
結
婚
し
て

喜
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
結
婚
し
た
あ
と
が
大
変
な
ん
だ
。
結
婚

は
、
女
性
に
と
っ
て
、
若
き
日
の
迷
走
の
果
て
に
た
ど
り
着
い
た

港
で
は
な
い
ん
だ
。
以
前
の
よ
う
に
固
定
化
さ
れ
て
い
な
い
し
、

安
心
安
全
な
も
の
で
は
な
い
。
家
庭
と
い
う
の
は
女
性
に
と
っ
て

決
し
て
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
﹂
と
。
つ
ま
り
、
家
事
が
待
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
イ
ヤ
ー
は
、
結
婚
の
つ
ら
い
現
実
か
ら
女

性
を
解
放
す
る
、
そ
れ
も
科
学
の
力
に
お
い
て
解
放
す
る
と
言
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
マ
イ
ヤ
ー
が
実
際
に
言
っ
て
い
る
の
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
中
に
各
家
庭
か
ら
無
駄
に
な
っ
て
下
水
に
流
さ
れ

た
油
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
人
間
の
胃
袋
に
入
れ
て
い
れ
ば
、

五
〇
〇
万
人
の
一
年
分
の
カ
ロ
リ
ー
を
賄
え
る
だ
け
の
量
が
あ
っ

た
の
に
、
そ
れ
を
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
ド
イ
ツ
の
負

け
に
つ
な
が
っ
た
ん
だ
。
家
庭
の
主
婦
は
ち
ゃ
ん
と
一
生
懸
命
勉

強
し
て
、
合
理
的
に
や
れ
ば
、
こ
う
い
う
無
駄
を
な
く
せ
る
ん
だ

と
述
べ
て
い
る
。
一
事
が
万
事
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
人
な
ん

で
す
ね
。
国
民
経
済
に
照
ら
し
て
み
て
、
主
婦
は
何
と
怠
け
て
い

る
こ
と
か
と
徹
底
し
て
言
う
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
国
民
経
済
の
中
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
つ
い
て
︵
図
︶、
一
位
が
一
番
上
に
あ
る

鉄
工
所
。
つ
ま
り
石
炭
の
量
で
い
く
と
鉄
工
所
が
一
番
使
っ
て
い

て
、
二
位
が
各
家
庭
の
キ
ッ
チ
ン
。
だ
か
ら
国
民
経
済
的
に
大
事

な
の
で
、
あ
な
た
た
ち
は
無
駄
を
し
て
は
い
け
な
い
と
叱
る
よ
う

に
書
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
三
位
が
蒸
気
機
関
車
で
、
台
所

は
蒸
気
機
関
車
よ
り
も
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
火
や
熱
を
ど
う
や
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と
い
う

の
が
、
台
所
の
歴
史
の
核
に
な
り
ま
す
。
昔
は
天
火
と
い
う
か
た

ち
で
開
放
し
て
い
ま
し
た
。
家
の
中
で
も
く
も
く
煙
が
出
て
、
す

す
が
出
る
よ
う
な
状
況
。
こ
れ
を
囲
め
ば
熱
効
率
が
よ
く
な
っ

て
、
か
ま
ど
と
い
う
道
具
の
誕
生
で
す
。
そ
の
か
ま
ど
が
、
鉄
で

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
火
力
を
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
第

一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
電
気
と
ガ
ス
で
、
こ
の
火
が
さ
ら

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

台
所
作
業
の
効
率
化

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
単
に
石
炭
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
無
駄
を
な
く
せ
と
マ
イ
ヤ
ー
は
言
い
ま
す
。

台
所
の
作
業
を
、
家
事
と
し
て
一
番
や
り
や
す
い
姿
勢
、
適
切
な

高
さ
で
し
ま
し
ょ
う
と
訴
え
た
り
、
家
事
労
働
だ
っ
て
、
休
憩
が

ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
る
台
所

　

私
の
専
門
は
歴
史
学
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
ド
イ
ツ
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
二
〇
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
、
そ
の
な
か
で
も
ナ
チ
ス
時
代

に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
必
然
的
に
ナ
チ
ス
の
同
盟
国
で
あ
っ

た
日
本
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の

二
〇
世
紀
に
お
け
る
農
業
史
あ
る
い
は
食
の
研
究
を
し
て
い
ま

す
。
食
あ
る
い
は
農
業
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
基
本
的
な

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
の
中
で
あ
ま
り
重
要
視
さ

れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
で
、
単
に
食
べ
も
の
と
か
農
民
と
か
で
は
な

く
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
い

う
の
が
、
私
の
一
貫
し
た
視
点
で
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
、
食

で
は
キ
ッ
チ
ン
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
、
農
業
で
は
、
例
え
ば
農
薬

と
か
化
学
肥
料
と
か
、
最
近
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
歴
史
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
ま
さ
に
ア
メ

リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
く
農
業
技
術
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。
今
日

は
、
キ
ッ
チ
ン
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
近
代

化
さ
れ
機
械
化
さ
れ
合
理
化
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
れ
も
ト
ラ
ク
タ
ー
と
よ
く
似
て
い
て
、

ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
ナ

イ
ズ
と
は
、
キ
ッ
チ
ン
あ
る
い
は
家
庭
内
を
ま
さ
に
工
場
で
あ
る

か
の
よ
う
に
機
械
化
し
合
理
化
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
考
え
が

一
九
世
紀
の
中
頃
に
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
を
英
語
で

は
ホ
ー
ム
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
と
言
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
家
政
学
で
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
に
ひ
か
れ
た
ド
イ
ツ
の
人
た
ち
が
、

キ
ッ
チ
ン
改
造
へ
と
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
最
も
有

名
な
の
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
で
す
。
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
は
、

京
都
の
桂
離
宮
と
伊
勢
神
宮
を
高
く
評
価
し
た
と
し
て
、
日
本
で

も
大
変
有
名
で
す
。
彼
は
、
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
を
高
く
評
価

す
る
人
で
す
。
そ
の
考
え
方
は
、
彼
が
台
所
に
対
し
て
投
げ
か
け

た
問
い
と
一
緒
で
、
彼
は
一
九
二
〇
年
代
に
台
所
は
シ
ン
プ
ル
で

あ
る
べ
き
だ
と
い
う
運
動
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
台
所
か
ら
無
駄

な
も
の
を
省
い
て
い
く
。
飾
り
と
か
を
省
い
て
、
シ
ン
プ
ル
で
、

合
理
的
で
、
し
か
も
無
駄
な
く
家
事
労
働
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
考
え
た
人
で
す
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
家
政
学
の
影

響
を
受
け
た
人
々
が
、
そ
の
後
、
台
所
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
ド
イ
ツ
を
舞
台
に
お
話
を
続
け
ま
す
。

ナ
チ
ス
の
キ
ッ
チ
ン 
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来
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戦
争
と
革
命
の
地
震
源
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
歴
史
を
、

台
所
の
歴
史
か
ら
ふ
り
返
る
。
そ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代

半
ば
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
完
成
に
よ
っ
て
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
、
キ
ッ
チ
ン
の
観
念
を
大
き
く
変
え
る

だ
け
で
な
く
、
共
有
キ
ッ
チ
ン
へ
の
道
を
断
ち
、
私
有

キ
ッ
チ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
普
及
を
誘
導
し
た
。
ま
た
、

こ
の
時
代
の
申
し
子
と
も
い
う
べ
き
ナ
チ
ス
は
、
キ
ッ
チ

ン
を
通
じ
て
国
民
の
意
識
を
高
め
、
主
婦
を
管
理
し
、
戦

争
に
備
え
る
政
策
を
打
ち
立
て
た
。
台
所
の
歴
史
を
通
じ

て
「
戦
争
と
革
命
の
二
〇
世
紀
」
の
地
下
水
脈
で
あ
り
つ

づ
け
た
「
食
」
の
問
題
に
迫
り
た
い
。

空襲後のドイツのある都市における路上キッチン

マルガレーテ・
シュッテ＝リホツキー

ヒルデガルト・
マルギス

エルナ・マイヤー

台所を変えた三人の女性たち

作業に最適な姿勢

『新しい家事』（1926）
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必
要
で
休
憩
を
挟
む
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
上
が
る
と
言
っ
た

り
、
石
炭
を
燃
や
し
た
灰
を
一
週
間
に
一
回
ぐ
ら
い
は
取
り
除
く

と
、
熱
が
う
ま
く
伝
わ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
食
器
の
並
べ
方

︵
図
︶
と
し
て
、
左
右
ど
っ
ち
が
正
し
い
で
し
ょ
う
か
、
大
体
皆

さ
ん
当
た
り
ま
す
が
、
右
が
正
し
い
ん
で
す
ね
。
何
故
か
と
い
う

と
、
現
代
の
パ
ソ
コ
ン
に
例
え
る
と
、
検
索
可
能
な
の
が
右
で
あ

る
。
つ
ま
り
奥
ま
で
同
じ
も
の
が
置
い
て
あ
る
の
で
、
取
り
出
す

と
き
に
手
間
が
一
秒
二
秒
省
け
る
。
大
き
さ
順
に
並
べ
て
い
る
の

で
、
検
索
が
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
掃
除
が
大
変

な
も
の
は
台
所
に
置
か
な
い
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
一
九
世
紀
や

一
八
世
紀
の
お
金
持
ち
の
家
に
は
飾
り
を
台
所
に
置
く
の
が
は

や
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
リ
ン
ゴ
の
皮
む
き
の
仕
方
も
、
ち
ゃ
ん

と
座
っ
て
、
足
を
ち
ょ
っ
と
上
げ
る
だ
け
で
疲
れ
が
取
れ
る
と

か
、
ア
イ
ロ
ン
の
姿
勢
も
座
っ
て
や
る
よ
う
に
、
と
言
う
の
も
台

所
作
業
の
効
率
化
の
た
め
で
す
ね
。︵
図
︶

　

私
の
好
き
な
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
家
政
学
の
知
識
を
生
か
し

て
、
台
所
に
ど
の
よ
う
に
家
具
を
配
置
す
る
と
主
婦
の
動
線
が
短

く
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
右
下
の
図
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
一
九
世
紀
末
に
は
や
っ
た
テ
イ
ラ
ー
主
義
が
こ
こ
に
絡
ん
で
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
工
場
内
で
無
駄
な
く
労
働
す
る
た
め
の
方
法

論
で
す
。
そ
れ
と
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
な
っ
て
い
う
の
が
大
事
な

こ
と
で
、
作
業
し
な
が
ら
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
効
率
が
悪
い
の

で
、
お
し
ゃ
べ
り
は
お
し
ゃ
べ
り
時
間
と
い
う
の
を
設
け
て
、
そ

こ
で
ち
ゃ
ん
と
お
話
し
な
さ
い
、
と
い
う
の
が
テ
イ
ラ
ー
主
義
で

す
。
エ
ル
ナ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
﹁
家
事
と
い
う
の
は
さ
げ
す
ま
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
男
た
ち
は
家
事
を
さ
げ
す
ん
で
、
自
分
は
入
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
。
家
事
は
一
つ
の
事
務

仕
事
で
あ
り
、
台
所
は
一
つ
の
ビ
ュ
ー
ロ
ー︵
事
務
所
︶
な
ん
だ
。

事
務
所
だ
か
ら
軽
く
見
る
な
﹂
と
主
張
し
ま
す
。
彼
女
は
台
所
に

カ
ー
ド
入
れ
を
発
明
し
て
、
例
え
ば
レ
シ
ピ
と
か
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

全
部
カ
ー
ド
ご
と
に
分
け
て
、
取
り
は
ず
し
可
能
な
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
多
く
の
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
場
所
な
ん
で

す
ね
。
今
で
し
た
ら
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
台
所
に
置
か
れ
る
方
、

多
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
二
〇
年
代
初
め

に
考
え
て
い
た
。
私
は
こ
う
い
う
の
わ
く
わ
く
し
ま
す
ね
。

﹁
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
キ
ッ
チ
ン
﹂
と
い
う
の
は
彼
女
が
考
え

た
も
の
で
︵
写
真
︶、
台
所
に
い
ろ
い
ろ
な
道
具
、
ア
イ
ロ
ン
台

兼
事
務
所
が
あ
っ
て
、
本
棚
、
情
報
処
理
も
で
き
る
。
情
報
処
理

と
火
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
一
緒
に
し
よ
う
と
、
エ
ル
ナ
・
マ
イ

ヤ
ー
博
士
が
考
え
た
す
ご
く
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
自
身
は
こ
の
近
代
化
に
対
し
て
、
人
間
を
解
放
す
る
、
楽
に

す
る
と
い
う
プ
ラ
ス
の
面
が
あ
る
一
方
で
、
近
代
化
が
あ
ま
り
に

も
い
き
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
部
が
同
じ
台
所
に
な
る
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
の
面
が
あ
る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
キ
ッ
チ
ン

で
の
台
所
仕
事
の
や
り
方
に
は
、
そ
の
両
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
キ
ッ
チ
ン
は
当
時
非
常
に
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。
し

か
し
、
エ
ル
ナ
・
マ
イ
ヤ
ー
の
ナ
チ
時
代
は
悲
惨
で
し
た
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
彼
女
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
彼
女
が

作
っ
た
先
駆
的
な
雑
誌
﹃
新
し
い
家
政
﹄、﹃
主
婦
の
友
﹄
み
た
い

な
本
で
、
こ
の
編
集
長
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
三
三
年
に
彼
女
は
こ

こ
を
追
い
出
さ
れ
て
、
三
五
年
に
廃
刊
に
な
り
ま
す
。
危
険
を
感

じ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
向
か
っ
て
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ

語
の
三
つ
の
言
語
で
読
め
る
レ
シ
ピ
本
を
作
り
、
そ
れ
が
評
判
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
七
五
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ル
ギ
ス
の
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

二
人
目
は
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
・
マ
ル
ギ
ス
で
す
。
こ
の
人
も
ド

イ
ツ
の
台
所
を
大
き
く
変
え
た
人
と
し
て
有
名
で
す
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
生
ま
れ
た
方
で
す
。
お
母
さ
ん
は
ユ
ダ
ヤ
系
で
、
父
親
は
カ

ト
リ
ッ
ク
系
な
ん
で
す
け
ど
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
彼
女
は
結

婚
し
て
す
ぐ
夫
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
二
人
の
子
ど

も
を
育
て
な
が
ら
、
女
性
解
放
運
動
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
と
い

う
運
動
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
か
か
わ
っ
て

き
ま
す
。
一
番
重
要
な
の
は
、
ジ
ー
メ
ン
ス
と
い
う
家
電
メ
ー

カ
ー
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
か
ま
ど
の
メ
ー
カ
ー
、
ガ
ス
の
メ
ー

カ
ー
、
電
気
会
社
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
る
お
じ
さ
ん
た
ち

と
す
ご
く
仲
よ
く
な
っ
て
、
そ
の
方
た
ち
の
製
品
を
一
カ
所
に
集

め
て
、
そ
こ
で
主
婦
と
会
話
を
す
る
、
今
で
い
う
消
費
者
相
談
セ

ン
タ
ー
を
作
っ
た
人
で
す
。
こ
の
と
き
ド
イ
ツ
で
初
め
て
生
ま

れ
、
こ
れ
以
降
、
消
費
者
が
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
文
句
を
言
え
る

シ
ス
テ
ム
は
、
彼
女
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
彼
女
は
こ
う
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
。﹃Freunde am

 
K

ochen

︵
料
理
の
喜
び
︶﹄
と
い
う
本
で
す
︵
写
真
︶。
ど
ん
な

主
婦
で
も
進
歩
を
す
る
方
法
が
あ
る
、
と
。
マ
ル
ギ
ス
は
オ
ー
ル

電
化
の
キ
ッ
チ
ン
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
ガ
ス
よ
り
も

電
気
の
キ
ッ
チ
ン
が
多
い
ん
で
す
。
電
化
キ
ッ
チ
ン
を
広
め
た
の

も
彼
女
の
功
績
で
す
。
台
所
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
か
つ
清
潔
で

あ
る
べ
き
だ
と
い
う
思
想
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
伝
わ
っ
て
き
て
、
ド

イ
ツ
は
特
に
清
潔
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
も
の
す
ご
く
強
い
国
で

す
。
私
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
︵
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
︶
に
行
っ
た
と
き
に
、
バ
ラ
ッ
ク
を
歩
い
て
い
る
と
、

柱
に
﹁
健
康
は
清
潔
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
﹂
と
書
い
て
あ
る

ん
で
す
ね
。
囚
人
に
も
清
潔
を
保
つ
こ
と
を
徹
底
し
た
の
が
、
ナ

チ
ス
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
囚
人
は
非
常
に
安
い
労
働
力
で
し
た
。

簡
単
に
死
ん
で
も
ら
っ
て
は
困
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
皆
さ

ん
、
清
潔
に
い
な
さ
い
と
ナ
チ
ス
は
命
令
し
て
た
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
清
潔
と
い
う
の
は
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ん
で
す
。
マ
ル
ギ
ス
は
、
電
化
キ
ッ
チ
ン
は

火
を
く
べ
た
り
し
な
く
て
、
す
す
と
か
燃
え
か
す
と
か
、
煙
が
出

な
い
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
よ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
日
本

で
は
、
シ
ン
ク
に
水
滴
が
つ
い
て
も
置
い
と
き
ま
す
け
ど
、
ド
イ

ツ
で
は
汚
れ
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
全
部
き
れ
い
に
ふ
き
取
り
ま

す
し
、
夜
に
は
カ
ル
テ
ス
エ
ッ
セ
ン
と
い
っ
て
、
で
き
る
だ
け
火

を
使
わ
な
い
食
べ
物
を
食
べ
ま
す
。
台
所
を
汚
さ
な
い
た
め
で
す

ね
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
の
食
べ
る
も
の
を
変
え
て
で
も
、
台
所

を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
情
熱
に
か
け
て
は
、
か
な
り
強
い
国
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

写
真
は
﹁
ハ
イ
バ
ウ
デ
ィ
﹂
と
い
う
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

で
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
奥
様
が
い
ら
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
商
談
し

て
、
様
々
な
情
報
を
お
話
す
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

ガ
ス
器
具
が
置
い
て
あ
っ
て
、
相
談
し
て
購
入
で
き
る
場
所
を
彼

女
は
作
り
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
ル
ギ
ス
も
ナ
チ
ス
時
代
、

非
常
に
苦
難
の
道
を
た
ど
り
ま
す
。
三
七
年
に
彼
女
は
自
ら
が

作
っ
た
セ
ン
タ
ー
を
脱
退
し
ま
す
。
彼
女
の
書
い
た
最
後
の
手
紙

に
は
、
自
分
の
作
っ
た
団
体
か
ら
去
る
。
こ
れ
は
私
の
意
志
で

す
、
と
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
彼
女
も
お
父
さ
ん
が
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
か
ら
。
そ
の
後
、
反

ナ
チ
組
織
の
自
由
な
ド
イ
ツ
と
い
う
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
に
加
わ
り

ま
す
が
、
結
局
逮
捕
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
の
女
性
収
容
所
で
拷
問
を

受
け
て
四
四
年
に
亡
く
な
り
ま
す
。
当
時
の
カ
ル
テ
を
見
る
と
、

心
不
全
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
悲
劇
を
た
ど
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

台所の家具の配置

正しい食器の並べ方

リンゴの皮むきの姿勢

○×

アイロンの姿勢

○×

消費者相談センター「ハイバウディ」
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と
日
本
へ
行
き
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
に
会
っ
て
、
日
本
建
築
を

見
た
り
し
ま
す
。
タ
ウ
ト
を
す
ご
く
信
頼
し
て
い
ま
し
た
。
三
八

年
に
タ
ウ
ト
は
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
芸
術
学
校
の
教
員

だ
っ
た
の
で
、
リ
ホ
ツ
キ
ー
を
招
聘
し
て
ト
ル
コ
に
移
住
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
彼
女
に
は
秘
め
た
思
い
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
故
郷
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
三
八
年
に
ナ
チ
ス
に
よ
っ

て
併
合
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
リ
ホ
ツ
キ
ー
に
と
っ
て
は
屈
辱
で
し

た
。
そ
こ
で
、
彼
女
は
わ
ざ
わ
ざ
安
全
圏
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
か

ら
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
っ
て
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
と
接
点
を

持
っ
て
、
反
対
運
動
に
か
か
わ
り
ま
す
が
、
一
カ
月
後
に
は
秘
密

警
察
に
逮
捕
さ
れ
て
、
死
刑
判
決
。
そ
の
の
ち
懲
役
一
五
年
に
減

刑
、
敗
戦
と
と
も
に
解
放
さ
れ
ま
す
。
そ
の
あ
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

キ
ュ
ー
バ
、
東
ド
イ
ツ
と
い
う
共
産
圏
で
ず
っ
と
建
築
の
仕
事
を

し
た
あ
と
二
〇
〇
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

ナ
チ
ス
の
キ
ッ
チ
ン

　

ナ
チ
ス
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
ナ
チ
ス
と

い
う
の
は
、
マ
イ
ヤ
ー
を
追
い
出
し
、
マ
ル
ギ
ス
を
殺
し
、
リ
ホ

ツ
キ
ー
を
追
い
出
し
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
ナ
チ
ス
自
体
は
非

常
に
合
理
的
な
面
と
非
合
理
的
な
面
を
相
持
っ
た
不
思
議
な
政
体

で
す
。
非
合
理
的
な
面
と
い
う
の
は
、
か
な
り
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム

︵
超
自
然
現
象
の
信
仰
︶
が
ナ
チ
ス
の
幹
部
の
中
で
は
や
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
狂
信
的
な
人
種
主
義
、
例
え
ば
金
髪

で
青
い
目
を
し
て
い
て
骨
格
が
こ
う
な
っ
て
い
て
、
身
長
が
何
セ

ン
チ
以
上
じ
ゃ
な
い
と
ナ
チ
ス
の
親
衛
隊
に
は
入
れ
な
い
と
。
ま

た
、
農
村
、
農
民
を
と
て
も
大
事
に
す
る
農
本
主
義
的
な
面
も
あ

り
ま
し
た
。
農
民
と
い
う
の
は
有
力
な
兵
士
に
な
る
し
、
第
一
次

大
戦
の
よ
う
に
飢
え
な
い
た
め
に
は
農
民
が
し
っ
か
り
仕
事
を
し

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
一
方
で
ナ
チ
ス
は
、

例
え
ば
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
︵
自
動
車
専

用
道
路
︶
を
開
発
す
る
な
ど
、
と
て
も
近
代
主
義
的
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
台
所
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
基
本
的
に
は
ナ
チ
ス

は
戦
争
体
制
を
作
る
と
い
う
の
が
至
上
命
題
で
す
の
で
、
キ
ッ
チ

ン
の
合
理
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
マ
イ
ヤ
ー
や
マ

ル
ギ
ス
、
リ
ホ
ツ
キ
ー
が
や
っ
た
こ
と
を
全
部
自
分
の
も
の
に
し

て
い
く
ん
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
戦
争
中
に
﹃
料
理
を
し
よ

う
！
﹄
と
い
う
レ
シ
ピ
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
四
年
に
第

九
版
を
重
ね
て
い
る
レ
シ
ピ
な
ん
で
す
。
そ
の
中
に
は
、﹁
栄
養

学
及
び
食
品
科
学
は
、
食
事
の
準
備
の
規
則
を
築
く
た
め
の
基
盤

を
作
り
上
げ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
台
所
特
有
の

精
神
的
労
働
は
機
械
の
模
倣
状
態
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
、
台
所
に
立
つ
も
の
は
、
す
べ
か
ら
く
機
械
に
な
る
べ
き

だ
。
機
械
の
よ
う
に
心
を
捨
て
、
と
に
か
く
戦
争
の
た
め
に
頑
張

れ
﹂
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
す
ご
く
恐
ろ
し
い
ナ

チ
ス
の
レ
シ
ピ
だ
と
思
い
ま
す
。
ナ
チ
ス
は
、
戦
前
か
ら
防
空
国

家
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
軍
や
フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
飛
行

機
で
空
襲
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
ん
で
す
。
実
際
に
空
襲

が
あ
っ
て
ド
レ
ス
デ
ン
な
ど
の
大
都
市
は
破
壊
さ
れ
た
ん
で
す
け

ど
、
そ
の
空
襲
に
対
し
て
、
強
い
国
家
を
作
る
た
め
に
、
家
が
だ

め
に
な
っ
て
も
、
す
ぐ
に
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
プ
レ
ハ
ブ
と

い
う
か
、
仮
設
住
宅
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
ナ
チ
ス
は
進
め
て
い

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
キ
ッ
チ
ン
が
、
と
て
も
こ
の
シ
ス
テ
ム

キ
ッ
チ
ン
に
似
て
い
ま
す
。

ナ
チ
ス
の
食
の
政
策

　

台
所
か
ら
離
れ
ま
す
が
、
食
に
関
し
て
、
こ
ん
な
政
策
が
あ
り

ま
し
た
。﹁
ア
イ
ン
ト
ッ
プ
︵
雑
炊
︶
の
日
曜
日
﹂
と
い
う
も
の

で
す
。
街
頭
に
出
て
い
っ
て
、
ど
ん
な
に
お
金
持
ち
も
、
ど
ん
な

に
貧
し
い
人
も
、
こ
の
ア
イ
ン
ト
ッ
プ
と
い
う
料
理
を
食
べ
る
イ

ベ
ン
ト
を
全
国
で
や
る
ん
で
す
︵
写
真
︶。
ト
ッ
プ
と
は
鍋
と
い

う
意
味
で
す
。
小
さ
な
鍋
に
台
所
の
残
り
物
を
入
れ
て
、
塩
ゆ
で

し
て
食
べ
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
料
理
な
の
で
貧
し
い
料
理
な
ん

で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
各
家
庭
と
も
食
費
が
浮
く
の
で
、
浮
い

た
食
費
を
募
金
で
、
母
性
保
護
と
か
弱
者
救
済
に
回
そ
う
と
い
う

福
祉
的
な
政
策
な
ん
で
す
。
ナ
チ
ス
は
非
常
に
福
祉
国
家
的
な
面

リ
ホ
ツ
キ
ー
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン

　

私
が
す
ご
く
好
き
な
シ
ュ
ッ
テ
＝
リ
ホ
ツ
キ
ー
に
つ
い
て
お
話

を
し
ま
す
。
一
〇
三
歳
ま
で
生
き
た
も
の
す
ご
い
人
で
す
。
ナ
チ

時
代
を
生
き
た
女
性
っ
て
結
構
長
生
き
す
る
ん
で
す
。
彼
女
は

ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
初
め
て
の
女
性
建
築
家

に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
セ
ン
ス
が
あ
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
の
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
に
招
聘
さ
れ
て
、
機
能
的
な
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ

ン
﹁
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
キ
ッ
チ
ン
﹂
を
開
発
し
ま
し
た
。
世
界
で

初
め
て
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
で
す
。
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
と
い

う
の
は
、
シ
ン
ク
、
棚
、
そ
れ
か
ら
か
ま
ど
で
す
ね
。
私
た
ち
が

言
う
レ
ン
ジ
で
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
一
体
と
な
っ
て
、
大
量

生
産
で
き
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら
安
い
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
う
ど
フ
ォ
ー
ド
が
、
車
を
作
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
大
量

生
産
で
安
く
合
理
的
な
キ
ッ
チ
ン
を
作
る
と
い
う
の
が
シ
ス
テ
ム

キ
ッ
チ
ン
の
定
義
で
す
。

　

リ
ホ
ツ
キ
ー
は
ど
う
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開
発
で
き
た

か
と
い
い
ま
す
と
、
彼
女
の
考
え
が
自
伝
に
は
書
か
れ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ヤ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
女
性
た
ち
は
家
事
の
奴
隷
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
家
事
の
支
配
者
に
す
る
た
め
に
は
、
キ
ッ

チ
ン
を
も
っ
と
合
理
的
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
リ
ホ
ツ
キ
ー
は

し
か
も
、
貧
し
い
人
々
に
も
安
価
な
キ
ッ
チ
ン
を
与
え
る
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
彼
女
が
育
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
は
第
一
次
世

界
大
戦
前
ま
で
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
首
都
で
、
欧
州
の
中

心
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
戦
後
す
ぐ
に
社
会
民
主
党
の
市
長
に

な
り
ま
す
。
共
産
主
義
、
社
会
主
義
が
盛
ん
だ
っ
た
地
域
で
、
彼

女
も
ほ
と
ん
ど
死
ぬ
ま
で
、
ず
っ
と
共
産
主
義
者
で
し
た
。
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
も
第
一
次
世
界
大
戦
中
は
、
飢
餓
が
蔓
延
し
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
は
、
史
上
初
め
て
飢
え
の
戦
争
に
な
っ
た
。
つ

ま
り
人
為
的
に
食
料
を
絶
っ
て
飢
え
さ
せ
る
と
い
う
攻
撃
を
イ
ギ

リ
ス
が
始
め
た
戦
争
で
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
も
、
ナ
チ
ス
と

か
ア
メ
リ
カ
が
や
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
食
料
戦
争
が
始

ま
っ
た
た
め
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
か
な
り
飢
え
ま
し
た
。
ド
イ

ツ
で
は
七
六
万
人
の
餓
死
者
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
飢
え
た
記

憶
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
誰
も
が
こ
う

い
う
キ
ッ
チ
ン
を
得
て
、
す
ば
ら
し
い
未
来
へ
向
か
っ
て
進
む
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
を
彼
女
は
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。　

　

リ
ホ
ツ
キ
ー
。
三
一
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
一
九
二
〇
年
代
に
撮
ら

れ
た
も
の
で
す
。
髪
が
短
い
ん
で
す
ね
。
女
性
に
と
っ
て
髪
が
短

い
と
い
う
の
は
、
男
性
の
真
似
で
、
道
徳
的
に
好
ま
し
く
な
い
髪

型
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
二
〇
年
代
は
自
由
な
時
代
、
帝
政

が
倒
れ
て
皇
帝
が
い
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
女
性
が
結
構
ボ
ー

イ
ッ
シ
ュ
な
髪
に
す
る
と
い
う
の
が
は
や
り
始
め
た
ん
で
す
ね
。

ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
て
も
男
性
的
な
女
性

の
姿
で
し
た
。
図
は
リ
ホ
ツ
キ
ー
が
作
っ
た
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン

で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
今
で
も
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
日
本
で
言
う
と
公
団
で
導
入
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
く
だ

さ
い
。
ど
れ
ぐ
ら
い
合
理
的
か
と
い
い
ま
す
と
、
テ
イ
ラ
ー
主
義

に
基
づ
い
て
設
計
さ
れ
て
い
て
、
壁
を
ぱ
た
ん
と
倒
し
て
ア
イ
ロ

ン
台
に
、
野
菜
く
ず
を
切
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ご
み
箱
に
、
窓
が
取

れ
な
い
の
で
、
暗
く
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
電
気
の
照
明
を
自
由

に
動
か
せ
る
ほ
ど
ま
で
で
す
。
ま
た
、
米
と
か
豆
と
か
塩
、
砂
糖

な
ど
の
乾
燥
物
を
入
れ
る
引
き
出
し
に
把
っ
手
が
あ
り
ま
し
て
、

取
り
出
し
て
、
調
理
す
る
そ
ば
で
使
え
る
、
そ
う
い
う
優
れ
物
で

す
。
食
器
も
で
き
る
だ
け
縦
に
し
て
水
を
簡
単
に
切
れ
る
よ
う
に

食
器
棚
を
作
り
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
に
し
て
清
潔
に
、
い
ろ
ん
な
シ
ス

テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
、
棚
と
か
が
青

色
な
ん
で
す
が
、
青
色
は
当
時
の
衛
生
の
専
門
家
の
論
文
で
、
ハ

エ
が
来
な
い
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
て
、
清
潔
な
色
と
し
て
青
色

を
使
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

彼
女
は
共
産
主
義
者
だ
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
に
居
座
ら
な
か
っ

た
で
す
ね
。
三
〇
年
に
モ
ス
ク
ワ
へ
行
き
ま
す
。
モ
ス
ク
ワ
へ

行
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
政
権
下
に
呼
ば
れ
、
シ
ベ
リ
ア
の
工
業
都

市
に
設
計
に
行
き
ま
す
。
リ
ホ
ツ
キ
ー
は
シ
ベ
リ
ア
で
働
い
た
あ 把っ手付き引き出し テイラー主義に基づく台所設計

フランクフルトキッチン『料理をしよう！』
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作
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
う
す
れ
ば
害
虫
か
ら
食
べ
物
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
と
売
り
出
そ
う
と
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
結
局
、
企

業
が
う
ま
く
作
れ
な
く
て
失
敗
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ

は
冷
蔵
庫
の
大
量
生
産
を
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
勝
敗
は
戦
争
す
る
前
に
決
ま
っ
て
い

た
、
そ
れ
は
冷
蔵
庫
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
、
と
い
う
人
も
い
る

く
ら
い
で
す
。

　

今
日
お
話
し
た
三
人
の
女
性
は
、
ナ
チ
ス
の
先
を
行
く
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
意
味
で
非
常
に
特
異
な
人
物
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ナ
チ
ス
は
、
女
性
た
ち
の
新
し
い
セ
ン
ス
を
取
り
込
み
、
非

常
に
し
た
た
か
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
台
所
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ

た
い
と
い
う
人
類
の
切
望
と
台
所
の
向
上
化
は
、
ホ
ー
ム
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
や
あ
る
い
は
マ
イ
ヤ
ー
や
マ
ル
ギ
ス
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
く
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
主
婦
を
そ
の
台
所
の
中
に
適

合
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、
あ
る
意
味
セ
ッ
ト
で
す
。
こ
れ
は

特
に
戦
争
中
に
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
主
婦
は
一
方
で
、
こ
の
台

所
の
中
で
自
由
に
振
る
舞
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
、
主
婦
が

機
械
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
主
婦
は
主
婦
で
台
所
を
使

い
こ
な
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
台
所
を
管
理
し
て
い
き
た
い
と

い
う
人
に
と
っ
て
は
、
主
婦
を
工
場
の
中
の
労
働
者
に
変
え
て
い

く
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
一
方

で
、
台
所
を
約
一
名
の
工
場
へ
変
え
て
い
く
と
い
う
切
実
な
進
歩

は
、
も
う
一
つ
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
台
所
の
歴
史
を
な
く
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
実

は
リ
ホ
ツ
キ
ー
が
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
を
開
発
し
た
と
き
に
、
共

同
キ
ッ
チ
ン
を
作
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
。
実
は
第
一
次

世
界
大
戦
以
前
に
、
ド
イ
ツ
で
こ
ん
な
試
み
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

る
一
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
台
所
を
廃
止
す
る
。
マ
ン
シ
ョ

ン
に
一
個
だ
け
台
所
を
作
っ
て
、
そ
の
中
で
全
員
が
自
由
に
そ
の

台
所
を
使
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
す
る
。
そ
こ
に
何
人
か
女
性

を
雇
っ
て
、
主
婦
も
解
放
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
当
番
制
に
す
る
。

そ
の
台
所
の
共
有
と
い
う
方
法
が
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
か
な
り

見
ら
れ
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦
中
に
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

リ
ホ
ツ
キ
ー
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
発
明
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
消

え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
火
を
囲
む
行
為
、
食
べ
物

を
囲
む
と
い
う
か
、
共
食
の
在
り
方
は
、
人
類
史
に
お
い
て
重
要

な
在
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
必
ず
し
も
台
所
は
家
庭
に
一
個
あ
る

必
要
は
な
く
て
、
台
所
を
共
有
す
る
。
あ
る
い
は
今
、
非
常
に

ブ
ー
ム
な
ん
で
す
け
ど
家
を
シ
ェ
ア
す
る
若
い
人
た
ち
に
は
、
台

所
を
シ
ェ
ア
す
る
と
い
う
生
き
方
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ッ
チ
ン
と
い
っ
て
、
誰
も
が
入
っ
て
き
て
、
キ
ッ

チ
ン
を
自
由
に
使
っ
て
、
ご
飯
を
食
べ
て
い
く
と
い
う
在
り
方
も

出
て
き
て
い
て
、
何
と
な
く
最
近
ま
た
こ
の
キ
ッ
チ
ン
の
共
有
化

と
い
う
試
み
が
若
い
人
の
中
で
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
歴

史
も
実
は
背
後
に
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
の

機
会
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
あ
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
人
で
あ
れ
ば
、
貧
し
い
人
や
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
に
お
金
を
回
そ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
で
き
る

だ
け
肉
は
食
べ
な
い
。
ナ
チ
時
代
は
が
ん
に
対
す
る
闘
争
が
非
常

に
盛
ん
で
し
た
。
日
本
語
で
﹃
健
康
帝
国
ナ
チ
ス
﹄
と
訳
さ
れ
た

本
が
あ
り
ま
す
。
肉
を
で
き
る
だ
け
食
べ
な
い
で
野
菜
を
い
っ
ぱ

い
食
べ
る
。
で
き
る
だ
け
ド
イ
ツ
の
地
の
も
の
を
食
べ
る
と
い
う

こ
と
を
、
す
す
め
て
い
た
ら
し
い
で
す
。
こ
の
雑
炊
は
、
基
本
的

に
肉
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
運
動
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
し
、
あ
の

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
も
同
じ
も
の
を
食
べ
て
い
る
こ
と
を
ラ
ジ
オ
や

新
聞
で
宣
伝
し
ま
す
。
民
族
共
同
体
と
い
う
意
識
を
み
ん
な
で
持

つ
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
た
だ
、
こ
れ
不
人
気
で
、
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
こ
の
日
は
夕
方
に
ナ
チ
ス
の
人
が
、
ゴ
ン
ゴ
ン
と

ノ
ッ
ク
し
て
募
金
く
だ
さ
い
と
来
る
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
わ

ざ
と
み
ん
な
外
出
し
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
。

無
駄
な
く
せ
闘
争

　

さ
ら
に
﹁
無
駄
な
く
せ
闘
争
﹂
と
い
う
の
を
や
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
台
所
か
ら
無
駄
を
徹
底
し
て
な
く
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で

す
。
主
婦
が
例
え
ば
リ
ン
ゴ
の
皮
を
で
き
る
だ
け
薄
く
む
く
な

ど
、
主
婦
に
徒
弟
制
度
と
い
う
の
を
設
け
て
、
主
婦
の
﹁
マ
イ
ス

タ
ー
﹂
を
作
る
ん
で
す
ね
。
家
事
の
学
校
を
作
り
、
そ
の
学
校
に

主
婦
た
ち
を
招
い
て
、
訓
練
さ
せ
て
上
手
に
な
っ
た
ら
、
マ
イ
ス

タ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、﹁
無
駄
な
く
せ
闘
争

の
十
戒
﹂︵
図
︶
と
い
う
モ
ー
ゼ
の
十
戒
を
真
似
し
た
も
の
が
あ

る
ん
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
主
婦
、
国
民
の
意
識
を
高
め
、

戦
争
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
強
烈
な
の
が
、﹁
生

ご
み
闘
争
﹂
で
す
ね
。
台
所
で
捨
て
ら
れ
た
生
ご
み
を
ち
ゃ
ん
と

分
別
し
て
、
豚
の
飼
料
に
。
豚
は
ナ
チ
ス
が
指
定
し
た
農
家
で
飼

い
ま
す
。
そ
の
豚
肉
を
み
ん
な
で
食
べ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
に
よ
っ

て
都
市
と
農
村
の
循
環
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ご
み
の

分
別
で
主
婦
は
も
の
す
ご
く
強
制
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
ガ
ラ
ス
片

と
か
が
入
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
豚
が
死
ん
で
し
ま
う
と
ナ
チ
ス

は
怒
り
狂
っ
て
、
犯
罪
行
為
に
す
る
ぞ
っ
て
い
う
こ
と
を
脅
し

て
、
主
婦
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
ナ
チ
ス

と
い
う
の
は
、
台
所
の
入
り
口
も
、
出
口
も
統
制
し
て
、
国
民
の

た
め
に
台
所
は
大
事
な
も
の
だ
よ
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ

に
、
エ
ル
ナ
・
マ
イ
ヤ
ー
が
言
っ
た
台
所
は
、
あ
な
た
個
人
の
も

の
で
は
な
く
て
、
国
民
経
済
全
体
に
と
っ
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
す
。
重
要
な
の
は
、
ナ
チ
ス
は
無
駄
な

く
せ
闘
争
で
、
単
に
精
神
に
訴
え
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
新
し
い

も
の
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
訴
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当

時
、
ナ
チ
ス
は
﹁
フ
ォ
ル
ク
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
﹂
と
い
う
の
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
い
ま
す
。
一
番
が
﹁
民
衆
ラ
ジ
オ
﹂
で
す
。
安
い
ラ

ジ
オ
を
買
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
負
け
な
い
ほ
ど
娯
楽
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
成
功
し
た
唯
一

の
も
の
が
、
民
衆
ラ
ジ
オ
。
も
う
一
つ
が
、
ポ
ル
シ
ェ
に
頼
ん
だ

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
で
す
ね
。
し
か
し
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

は
結
局
人
々
の
手
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
戦
後
に
出
て

き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
面
白
い
の
で
い
く
と
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
い
う
の
も
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
全
然
だ
め
で
し
た
。

そ
の
中
で
も
一
番
だ
め
だ
っ
た
の
が
、
民
衆
冷
蔵
庫
、
電
気
で

1976 年北海道生まれ、島根県育ち。京都大学人間・環境学
研究科博士過程中退。博士（人間・環境学）。京都大学人文
科学研究所助手、東京大学農学生命科学研究科講師を経て、
現在、京都大学人文科学研究所准教授。
専門：農業史、環境史、ドイツ現代史
著書：『決定版　ナチスのキッチン──「食べること」の環
境史』（共和国、2016 年　第一回河合隼雄学芸賞）

『食べること考えること』（共和国、2014 年）
『稲の大東亜共栄圏──帝国日本の「緑の革命」』（吉川弘文館、
2012 年）

『カブラの冬──第一次世界大戦期ドイツの飢饉と民衆』（人
文書院、2011 年）

『ナチス・ドイツの有機農業』（柏書房、2005 年　第一回日
本ドイツ学会奨励賞）

『トラクターの世界史』（中公新書、2017 年）
『戦争と農業』（集英社インターナショナル、2017 年）ほか

P R O F I L E

藤
原 
辰
史

Tatsushi Fujihara

ケルンで開かれた 
無駄なくせ闘争

「無駄なくせ闘争」の十戒

①�「無駄なくせ闘争」は価値の高い民族の財産を救う。食糧の自由に貢献する。

② �勤勉な主婦であれば、食べものをけっして無駄にしない。 

③ �いつも、旬のもの、ドイツの土地で収穫したものを買え。

④ �世話をかけて育てられた農作物を購入する人は、それを適切な値段で購入することによって、ドイツの質の
高い農業生産に貢献するのだ。

⑤ �必要以上に作物が生産され、台所、地下貯蔵庫、食料倉庫において食べものを傷みから守ることができる場
合にかぎり、買いだめをせよ。

⑥ �汝が買いだめしたものを、日々宿敵たち、つまり汚れ、暑さ、霜、害虫から防御せよ。

⑦ �出現したすべての有害生物と即座に、そして精力的に戦え。なぜなら、その有害生物から 100 万の破壊者が
産まれるからだ。

⑧ �愛は食事によって表現できる。そのために、食事は丹誠込めて、それについて十分理解をしたうえで、調理
せよ。

⑨ �良き主婦は、食材の残りを目的に応じて再利用する。それによって家事に費やされるお金を蓄えよ。

⑩ �無駄なくせ闘争は、ドイツ民族が作った収穫物への感謝なのだ。

　　Cf: 主婦マイスターの占領地ポーランドへの派遣。「民族ドイツ人」にドイツの家事の「快適さ」を教える。

民衆冷蔵庫
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機
関
誌
﹁
ひ
と
・
健
康
・
未
来
﹂
第
十
五
号
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

特
集
﹁
加
齢
を
知
る
、
老
い
を
健
や
か
に
﹂
は
、
昨

年
十
二
月
三
日
の
浜
松
及
び
本
年
七
月
十
五
日
の
広
島

で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
老
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
振

り
込
め
詐
欺
の
背
景
を
実
験
経
済
学
の
手
法
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
知
見
等
、
興
味
深
い
内
容
で
す
。
未
来
研

究
会
の
報
告
は
、
藤
原
辰
史
氏
の
﹁
ナ
チ
ス
の
キ
ッ
チ

ン
﹂
で
す
。
同
名
の
著
書
は
、
第
一
回
河
合
隼
雄
学
芸

賞
受
賞
作
品
で
す
。
台
所
を
切
り
口
に
膨
大
な
資
料
を

駆
使
し
た
作
品
で
す
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、

吉
崎
悟
朗
氏
で
す
。
著
書
﹃
サ
バ
か
ら
マ
グ
ロ
が
産
ま

れ
る
!?
﹄
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
、
研
究
の
概
要
や

出
版
後
の
研
究
の
進
展
状
況
を
中
心
に
伺
い
ま
し
た

が
、
人
間
の
作
為
に
よ
っ
て
絶
滅
種
と
な
っ
た
魚
に
、

ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
、
示
唆
的
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
﹁
コ
ラ
ム
：
道
草
﹂
は
、

都
合
に
よ
り
今
回
も
休
ま
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

本
機
関
誌
も
号
数
を
重
ね
る
度
に
、
豊
か
な
内
容
を

発
信
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
届
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
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『ひと・健康・未来シンポジウム』のご案内

ブータン王国のソナム王女が財団を訪問されました

会 員 登 録
会員に登録された方には、機関誌の送付、 

シンポジウムのご案内をします。
登録をご希望の方は、お名前・ご住所・E メールアドレスを 

ご記入の上、メールか FAX にてお申込ください。

バックナンバーはホームページから
ご覧いただけます。

http://www.jnhf.or.jp/

E-mail	：	touroku@jnhf.or.jp
F A X	：	075-212-1854

第18回 ひと・健康・未来シンポジウム2018 京都

「人間の家族に未来はあるか ?! ─子育てと介護に希望を紡ぎ出す発想」
　　日　時：2018 年 3 月 24 日（土）13：00 ～ 16：45（仮）
　　場　所：京都烏丸コンベンションホール（京都市中京区）
　　参加費：無料
　　講　演：明和 政子（京都大学大学院教育学研究科 教授）
　　　　　　田村 恵子（京都大学大学院医学研究科 教授）
　　　　　　亀口 憲治（国際医療福祉大学大学院 臨床心理学専攻主任・教授／東京大学名誉教授）
コーディネーター：畠中 宗一（関西福祉科学大学教授・大学院社会福祉学研究科長）
　　後　援：京都市社会福祉協議会・京都市教育委員会・京都新聞

京都大学とブータン王国との交流 60 周年を記念し、
ブータン国王の妹、ソナム・デチェン・ワンチュク王
女が京都大学より招聘されました。連日の行事の合間
に、京都大学高等研究院の松沢特別教授の計らいによ
り、財団オフィスを訪問、助成事業やシンポジウムの
開催に興味を示され、終始和やかに過ごされました。
ブータン王国といえば GNH（国民総幸福量）を提唱し、

“世界一幸せな国”として世界の注目を集め、日本で
も大きな話題となりました。当財団も人の健やかな未
来の実現に向け、尽力してまいります。（10月22日）

詳しくは
ホームページを
ごらんください。

第 18 回ひと・健康・未来シンポジウム 2018 京都

子育てと介護に
　     希望を紡ぎ出す発想

タイトルに「シンポジウム京都申込み」と明記の上、氏名（ふりがな）、連絡先 ( FAX番号又は E-mail アドレス) を添えて下記までお申込み
ください。電話・FAX・E-mail いずれの方法でも結構です。なお、締切前でも定員（200 名）に達した場合はお断りする場合があります。
申込先：公益財団法人ひと・健康・未来研究財団事務局（担当：森田直子）     TEL&FAX：075-212-1854       E-mail：hitokenkoumirai@jnhf.or.jp

参 加 無 料
定員2 0 0 名 
定員になり次第締切

開 催 時 間 1 3：0 0 ～ 1 6：3 0

2018年3月24日（土）
一方で生産的・課題達成型の価値観が重視され、他方で利便性・快適性・効率性を志向する
社会において、家族も多くの影響を受けます。家庭をオアシスと表現した時代がありましたが、
家族の居場所としての機能が後退しているように思います。多くの家族問題の多発化は、
脆弱化した家族機能を象徴しているように思います。本シンポジウムでは、
家族の否定的イメージではなく、家族の未来に希望を紡ぎ出す発想を紹介していきます。

人間の家族に未来はあるか?!

会 場：京都烏丸コンベンションホール　
京 都 市 中 京 区 烏 丸 通 六 角 下 ル 七 観 音 町 6 3 4

●京都烏丸
 コンベンションホール

四条通

御池通

烏丸通

六角通

蛸薬師通

主 催：公益財団法人ひと・健康・未来研究財団    後援：京都市教育委員会・京都市社会福祉協議会・京都新聞社

申込方法

「子育て：共同養育という発想」  明 和  政 子  京都大学大学院教育学研究科 教授

「命と向き合うという発想」  田 村  恵 子  京都大学大学院医学研究科 教授

「家族の希望を可視化という発想」 亀 口  憲 治  

 総合討論  司会進行 畠 中  宗 一 関西福祉科学大学教授・大学院社会福祉学研究科長

国際医療福祉大学大学院 臨床心理学専攻主任・教授
東京大学名誉教授

研究助成の趣旨

当財団の目的である、｢ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために、健全な食生活と
予防医学に重点をおいた研究、さらに自然との共生を基本に、こころの健康をめざした研究を
振興し、もって国民の健康増進と生活の質の向上に寄与する｣ ことをめざす研究に対する助成
をおこないます。

公募テーマ 食品、環境、医学、福祉の研究のうち上記の目的にかなうテーマ

研究助成金 1件につき 20万円～ 100万円（助成金総額は2,000万円を予定）

研究期間 2018年９月～ 2019年８月末までの１年間（研究期間は原則1年間とします）

応募資格 日本国内において上記テーマに関する研究を行う人

応募期間 2018 年４月１日～ 2018 年４月 30 日（１ヵ月間）※当日消印有効

応募方法

所定の申請書（１～３　当財団のホームページからダウンロードして下さい）に記入押印し、
作成した申請書の原本1部に、コピー2部を添付して下さい。更に、本人の研究業績を示すご
自身の主要論文（又は、応募テーマに関連する論文）3編以内も添付して当財団宛に送付して
下さい。論文は一部添付（コピー可）。

選考方法 当財団の選考委員により選考します。応募書類は個人情報保護法を順守し、本選考以外には使
用しません。尚、申請書類は返却いたしませんので、予めご了承ください。

選考期日 2018年６月末に決定します。

選考結果通知
2018 年７月上旬に、採・否を申請者全員に書面で通知します。採否の理由に関してのお問い
合わせには応じかねますのでご了承下さい。
尚、虚偽の申請が判明した場合、採用の取り消し、助成金の返還を求める場合があります。

助成金交付

2018年８月より交付します。（手続き状況で遅れる場合があります）
※個人への交付は出来ません。団体・組織に限ります。予めご承知下さい。
※次の経費は認められません
・代表研究者、共同研究者の人件費
・研究組織の運営管理に必要な一般管理費
・研究室に通常配備されている機器、備品類への支出
・研究計画に関連のない旅費への支出

報告の義務

・�研究終了後、2か月以内に所定の報告書、会計報告書に必要事項を記入押印し提出して下さい。
  （当財団のホームページからダウンロードして下さい）
・助成金の使途について、5万円以上については領収書を添付して下さい。
・1年内に終了しない時は、1年経過時に中間報告書を提出して下さい。
・�助成金内定後、研究計画等に重要な変更が生じる場合は、当財団まで変更届を提出して下さい。
・本研究に関して発表する場合は当財団の助成によると書き添えて下さい。
  英語の場合には（supported  by  The  Japan  Health  Foundation）
・助成研究の採用結果は当財団の機関誌、ホームページで紹介します。

助成研究発表会他
・助成研究発表会を開催しますので発表者として必ず参加していただきます。
・助成研究発表会後の懇親会（約1時間）にも参加していただきます。
  （2019年 11月に京都で開催予定。旅費／宿泊費支給、詳細は事前に連絡します。）

問い合わせ及び
申請書類の送付先

応募書類は下記宛てに書留扱いで送付して下さい。
（期日を過ぎた場合は返却します。郵送以外は受付けません。）
〒604-8171
京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1　井門明治安田生命ビル6F
公益財団法人ひと・健康・未来研究財団（TEL・FAX 075-212-1854）
e-mail：hitokenkoumirai ＠ jnhf.or.jp

2018 年度の助成研究公募要領をご案内します。応募期間は 4 月の 1 ヵ月間（消印有効）です。期日は必ずお守りく
ださい。研究成果の発表会は 2019 年 11 月の予定です。研究助成公募に関する情報は、適宜ホームページでご案内
します。ユニークで熱意溢れる研究をお待ちしております。

2018 年度

研 究 助 成 公 募 要 領

機関紙をご覧になるソナム王女

財団スタッフを交え、記念撮影

［お詫びと訂正］

『ひと・健康・未来 14 号』、
「弱者の戦略」29 ページに
掲載した写真の植物名は

「コニシキソウ」ではなく
「ヒメツルソバ」です。
お詫びして、訂正させて
いただきます。コニシキ
ソウは右写真です。

39 38

研
究
助
成
事
業


